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写真解説

五歩市遺跡 A区竪穴建物５

弥生時代後期に比定される竪穴建物である。平面形態は不整楕円形を呈し、長軸１１．２m、

短軸９．１m、検出面から床面までの深さは約６０cmを測る。主柱穴は４本ないし６本で、中央

にやや深めの土坑をもつ。管玉製作関連の遺物が多く出土しており、荒割段階から穿孔途中

の破損品に至る様々な段階の未製品が、敲き石や軽石製砥石といった製作道具とともに多数

確認された。

野々江本江寺遺跡 木製塔婆類出土状況

水田面から０．８～１．０mほどの深さでまとまって出土した。概ね北西－南東に方向を揃え

ており、木製板碑は碑面が上を向いた状態であった。



五歩市遺跡 A区竪穴建物５

野々江本江寺遺跡 木製塔婆類出土状況
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写真解説

七尾城跡 調査区と七尾城下

「・・・家を山下に移し住む者、その数あまた、城府と軒を連ねて建ち並び、一里余りに及

ぶ、呉のあやぎぬ・蜀のにしき、粟・米・塩・鉄などを行商する者あり、座売りする者あり

で、これまさに「山市晴嵐」の景である」（『独楽亭記』解説文より）。七尾城が立地する通

称「城山」の麓には、七尾城下が繁栄していた。

七尾城跡 本丸方向へ続く大手道

シッケ地区で確認された道路から、通称「門の高」を経てほぼ直線上に位置する。この先

「高屋敷」へ突きあたり、尾根伝いに山城へと通じる七尾城下町のメインストリートである。



七尾城跡 調査区と七尾城下（東から）

七尾城跡 本丸方向へ続く大手道（北西から）
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平成１９年度は、県内全体で６８件、約１０５，０９０㎡の調査が行われた。県センター１９件、約４１，０３５㎡、

金沢城調査研究所５件、約３，７６０㎡、市町村４３件、約６０，２６５㎡、金沢学院大学１件、３０㎡。開発事業

に伴う緊急調査は５１件、約９２，３９０㎡であり、金沢城跡や能美市の秋常山古墳群など学術調査や史跡整

備に伴う確認調査などが１５件、約１２，７００㎡となりました。地域別では、奥能登（珠洲市、輪島市、鳳

珠郡）８件、中能登（七尾市、羽咋市、鹿島郡、羽咋郡１３件、北加賀（金沢市、かほく市、河北郡）

３２件、南加賀（小松市、加賀市、白山市、能美市、石川郡）１５件となっています。主な時代別の内訳

では、縄文時代の遺跡が４件、弥生時代の遺跡が１０件、古墳時代の遺跡が４件、古代（奈良・平安時

代）の遺跡が２７件、中世（鎌倉・室町・戦国時代）の遺跡が１４件、近世（江戸時代）の遺跡が９件で

ありました。

平成１９年３月２５日午前９時４２分、能登半島を襲った震度６強の大地震は大きな被害をもたらしてい

ます。文化財の被害は、５月時点での県文化財課による集計で国指定、県指定文化財の２４件に達し、

輪島市門前町の総持寺や黒島の角海家住宅など建造物への被害が特に大きかったようです。史跡で

は、国指定の石動山と七尾城跡の石垣や雨の宮古墳群の葺石の崩落・崩壊があり、穴水町の明泉寺鎌

倉屋敷石塔群などの石造遺物の倒壊もありました。しかし、県や関係市町の努力により次第に復旧が

進められてきています。埋蔵文化財では県センターが実施した七尾市の三室福浦古墳群・三室福浦C

遺跡の発掘調査は、地震で崩落した急傾斜崩壊対策事業に起因しています。

県内の土木工事などに伴う事前の記録保存のための緊急調査は、ここ数年、国・県などが行う公共

事業の見直し等により県・市町ともに減少してきています。平成１９年度は、ここ１０年来で最低の調査

件数、調査量となって昭和６０年代のいわゆるバブル経済以前の水準に戻ってきており、今後、北陸新

幹線などに伴う発掘調査も予定されていますが、こうした傾向は今後数年続くものと思われます。一

方、最近の特徴として発掘調査による地域の歴史遺産の見直しや、調査成果に対する関心の高まりと

ともにその件数が増加していることがあげられます。世界遺産登録にも関係して金沢城跡や白山の調

査など、遺跡の整備・保護のための確認調査が進められていることもその表れといえるでしょう。

主な発掘調査の成果について、時代別に簡単に概要を紹介します。

縄文時代 白山市宮永雁堀遺跡は、宅地造成に伴う狭い範囲での調査でしたが晩期の土坑群が調査さ

れています。金沢市直江北遺跡は、縄文時代から中世の規模の大きな集落遺跡で、区画整理に伴う調

査が行われましたが、西と中調査区では縄文晩期（下野式期）の川跡が発掘され、多くの土器が出土

しています。中調査区の川は幅約１２m、深さ１mの大きな規模でした。輪島市塚田遺跡の調査は、平

成１８年度から始まりましたが、県内では例の少ない打製石器、磨製石器などの製作遺跡とみられる注

目すべき遺跡でした。平成１９年度の調査は地震対応のため一時中断の状況にありましたが、平成２０年

３月から再開されたようで、石器製作の技法解明に更なる成果が期待されています。史跡整備に伴う

能登町真脇遺跡では、中期の貼り床建物跡２棟の再調査が継続されています。

弥生時代 区画整理事業に関係して継続調査が行われている野々市町二日市イシバチ遺跡では後期の

竪穴建物が調査され、隣接する三日市A遺跡では弥生後期の竪穴建物７棟、円筒土坑４０基、方形周
ご ぼ いち

溝墓１基が検出されています。道路建設に伴い調査が進められた五歩市遺跡は、弥生時代後期から古

平成１９年度県内発掘調査をふりかえって

所長 湯尻 修平
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墳時代前期の竪穴建物が１０数棟検出されました。竪穴には後期後半頃の長軸１１mの不正楕円形をし、

深さ６０㎝に達する大型の竪穴と、一辺約８m×６mで深さ２５㎝程度と浅い隅丸長方形の二種類がみら

れ、建物の機能による構造を反映したものともみられています。この他金沢市北町遺跡、白山市福増

遺跡、野々市町郷クボタ遺跡などで竪穴建物が検出されています。羽咋市太田ツツミダ遺跡では弥生

後期の灌漑用の溝が何本か確認されましたが、うち１箇所には溝を横断する形で１０数本の矢板が一列

に打たれていました。水をせき止め別の溝へ流す目的で設置したようです。

古墳時代 金沢市畝田・寺中遺跡、金沢市直江北遺跡などの集落遺跡が調査されましたが、直江北遺

跡の東調査区では前期または中期と考えられる掘立柱建物が多く見つかったほか、前期の集落を区画

する溝が２条検出されています。１つは幅１m前後で、大量の土器の他、刳り貫き円盤が出土しま

した。中期の井戸は枠に丸木舟の部材を転用した可能性のある材を２枚組み合わせてありました。加

賀市松山D遺跡では古墳時代後期の円墳２基が検出されました。墳丘や主体部は既に削られて周溝

のみの確認となりましたが直径１６m程度の規模をもっています。近くに分布する分校古墳群と一連

の古墳群の新たな発見として注目されます。能美市の国指定史跡秋常山古墳群は整備事業が進められ

ており２号墳の復元と１号墳の葺石調査が行われました。
おおみなくち ち の

古代（奈良・平安時代）七尾市八幡大皆口遺跡、千野林田遺跡、津幡町加茂遺跡、野々市町三日市A

遺跡、粟田遺跡、小松市薬師遺跡、矢田新遺跡、松谷寺跡、二ツ梨豆岡向山古窯跡群などが調査され、

竪穴建物、掘立柱建物跡や井戸跡、溝跡などが発掘されました。津幡町の加茂遺跡は、町が史跡指定

に向けての範囲確認を実施してきていますが、広範囲にわたって掘立柱建物群が分布すること、古代

の集落遺跡の成立が七世紀代となること、古代北陸道の延伸部分が確認されたことなど重要な発見が

続いています。七尾市の千野林田遺跡は奈良後半から平安前半の集落跡で掘立柱建物群などが検出さ

れています。大型土坑から出土した木製鞍の前輪と後輪はセットで、幅約４０㎝、高さ約２０㎝、厚さ５

㎝とやや小ぶりであるものの祭祀や農耕用に作られたとみられています。松谷寺跡は昨年度からの継

続事業で中宮八院の一つの確認調査を行っていますが、全国でも最古期となる８世紀前半の礎石建物

が検出されました。山林寺院の研究には重要な発見であり、１１世紀後半から１２世紀後半といわれる中

宮八院の成立に対しても更なる解明の期待が寄せられます。薬師遺跡では L字型カマドを付設する

ものを含めて竪穴建物が３棟、掘立柱建物１棟、土坑１基が発見されました。L字型カマドの竪穴は

小松市内でも月津台地西部の額見町遺跡などで見つかっていましたが、薬師遺跡で先の平成１７年調査

に続いて L字型カマドが発見されたことで、月津台地の北東部でも分布していることがより一層明

らかとなりました。野々市町粟田遺跡は古代の集落跡で、今年度の調査では竪穴建物７棟、掘立柱建

物３棟と長さ６０m、幅４．５mの道路遺構が検出されています。

中世（鎌倉・室町・戦国時代）集落遺跡では能登町五郎左エ門分遺跡、野々市町三日市A遺跡、加

賀市水田丸遺跡、分校C遺跡などが調査され、掘立柱建物跡や井戸跡、溝跡などが発掘されました。
の の え ぼんこう じ

珠洲市野々江本江寺遺跡では平安時代末期から鎌倉時代前期の木製笠塔婆と板碑が全国で初めて出土

して、大いに注目されました。笠塔婆などの形状は絵巻物『餓鬼草紙』（国宝・平安時代末期）に描

かれた木製とみられる板碑などと同じ形をしており、中世の墓制や墓標の始まりを考える上で極めて

貴重な資料といえます。さらに、これが珠洲で発見されたことは、絵巻物に描かれた都での墓地のあ

り方が地方にも直接的に伝わったことを物語っているようです。七尾城跡は、能越自動車道の橋脚の

設置位置等を定めるための事前の確認調査を行いました。両側に石組み側溝を持ち、砂利舗装が行わ

れた「大手道」や、総構の堀と切岸などが検出されたほか、屋敷地を区画する石垣や溝、井戸、布掘

りの掘立柱建物群などが検出され、畠山氏の居城となった大規模な城の構造を明らかにする手懸かり
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を得ることができました。松波城跡は畠山氏庶流の居城といわれ、枯山水の庭園があることで知られ

ています。調査の結果、庭園と建物は、ほぼ同時期の１６世紀後半に造られたことが判明しています。

松任城跡は過去の調査で江戸後期を中心とする加賀藩中出蔵があった時代の遺物が出土していまし

た。本年度の調査では１６世紀前半から中頃の遺構や遺物が検出され、一向一揆時代のものと報告され

ています。記録では１５７５年に鏑木頼信の館（松任城）を山内衆が攻めると一揆内部の対立を窺わせる

ものがあり、青磁・白磁などの輸入陶磁器、越前・珠洲、土師器や小柄、小札などの鉄製武器・武具
ふ と げ

もこれに関係した遺物と見られています。白山市鳥越の二曲城跡では史跡整備に伴う発掘調査を継続

してきていますが、虎口の確認や複数の掘立柱建物が検出されるなど成果がありました。能登町が行っ

た五郎左エ門分遺跡では１２～１６世紀にかけて続いた有力者の集落とみられ、太柄の黒漆塗り柄杓（１４

～１５世紀）が出土しています。

近世（江戸時代）金沢城跡やその石垣の石材を切り出した戸室石切丁場跡をはじめ、金沢城下の辰巳

用水や土清水塩硝蔵跡などが調査されました。金沢城跡は、河北門の復元整備に伴う調査、玉泉院丸

の石垣修理に伴う調査、本丸で確認されている大型の遺構を対象とした調査、石川門の保存修理に伴

う調査、いもり掘整備に伴う確認調査、堂形蔵屋敷・馬場（旧県庁舎跡地）の確認調査が行われまし

た。河北門の調査では枡形や土塁、石垣の確認と変遷状況の把握が行われ、復元作業に向けて大きな

成果を上げています。土清水塩硝蔵跡はトレンチ調査で遺構の遺存状態が良いことが判明し、明年度

も継続調査をして範囲を確定することになっています。加賀市の九谷磁器窯跡では吉田屋窯跡の焚き

口を確認したほか、色絵の顔料として使われた赤石を大量に含んだ地層を確認しています。

平成１９年度の県内で実施した主な発掘調査の概要を紹介しましたが、平成２０年度に入り県内の国指

定史跡が２件増えて２２件となりました。１つは珠洲市・能登町教委が平成１２～１８年度に行った総合的

な悉皆調査の成果を受けて確認された、珠洲焼窯跡（十二支群）の全てが一括して「珠洲陶器窯跡」

として国の史跡に指定されました。窯跡の全部を対象とした画期的な指定といえます。もう１つは同

時に金沢城跡が国の史跡に指定されました。指定の範囲は、県が管理する金沢城公園内約２７．５㌶となっ

ています。

七尾城跡の現地説明会（１２月１日）

加賀市東谷口小学校生徒による
発掘体験（加賀市水田丸遺跡）
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平成１９年度発掘調査遺跡位置図

珠洲市
●

●
１１・・３３２

５５ ●
● ４４

能登町 ●
輪島市 ７７●

６６ ８８ ●

穴水町

１１１１・・１１２２●

七尾市志賀町
１１６６・・１１７７●

９９・・１１００・・１１５５●●１１３３
●１１４４

中中能能登登町町

羽羽咋咋市市 １１９９●

２２００●
●２２１１宝宝達達志志水水町町

かかほほくく市市

津津幡幡町町
内内灘灘町町

●２２２２・・２２３３

●３３２２
●３３４４●２２４４
●３３１１

●２２５５～～３３００
３３８８・・４４２２
～～４４６６５５００ ●３３６６・・３３７７

・・４４１１
● 金沢市●５５１１● ●４４００● ●●４４８８●４４９９ ４４７７ ３３５５ ●●

３３３３５５２２ 野野々々市市町町川川北北町町
５５５５５５４４
● ●

能能美美市市
６６４４ ●５５８８●

●５５６６
●

５５７７ ●６６００ ５５３３
５５９９・・６６１１ ●

● ●６６３３

●６６２２
６６６６
●

小松市 白山市６６５５●
●
６６７７

●

加賀市 ６６８８
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番号 遺跡名 所在地 主な時代 調査原因 調査面積 担当 調査期間 遺跡の種類 特記事項

１ 野々江本江寺遺跡 珠洲市野々江町 古墳、奈良、
平安、鎌倉 ほ場整備 １９５ 県・埋 １０．９～１１．９ 集落跡 日本最古の木製板碑と木製笠塔婆が出土

２ 飯田町遺跡 珠洲市飯田町 中世、近世 道路建設 １，３６０ 県・埋 ９．４～１２．６ 集落跡 中・近世の掘立柱建物、井戸、炉跡などを検出、陶磁
器類などが出土

３ 野々江中町遺跡 珠洲市野々江町 古墳、平安 ほ場整備 ４２０ 市 １１．２～１２．１４ 集落跡 弥生、古代、中世の各時代の溝などの遺構を検出
４ 高井コタマエダA遺跡 珠洲市宝立町春日野 中世 ほ場整備 １０１ 市 １０．１５～１０．３１ 集落跡 古代・中世の土器が出土
５ 塚田遺跡 輪島市塚田町 縄文、中世 道路建設 １，５００ 市 H１８．６．６～H１９．９．３０ 散布地 縄文の石器製作遺跡
６ 五郎左ェ門分遺跡 能登町寺分 中世 道路建設 ７００ 町 ５．２８～８．１０ 集落跡 中世の掘立柱建物、井戸などを検出
７ 松波城跡庭園跡 能登町松波 中世 確認調査 ７０ 町 ７．１～１０．７ 城館跡（城跡） 庭園と礎石建物跡を調査
８ 真脇遺跡 能登町真脇 縄文 史跡整備 １３０ 町 ８．１～H２０．３．３１ 集落跡 縄文中期貼床住居跡の調査
９ 七尾城跡 七尾市古城町ほか 縄文、中世 道路建設 ６０ 県・埋 ５．３１～７．１９ 集落跡、城館跡 掘立柱建物、土坑を検出

１０ 七尾城跡 七尾市古城町ほか 中世 道路建設 ６，９８０ 県・埋 ４．１７～H２０．２．１ 集落跡、城館跡 城の中心部に登る「大手道」を確認、総構堀や切岸の
存在が判明し、防禦ラインの構造が明らかとなる

１１ 三室福浦C遺跡 七尾市三室町 中世 砂防 ３０ 県・埋 ９．１９～９．２８ その他の墓
（中世墓） 中世の配石墓

１２ 三室福浦古墳群 七尾市三室町 古墳、中世 砂防 １３０ 県・埋 １０．２２～１２．２１ 古墳、その他の墓 後期古墳の石室石材が出土

１３ 八幡大皆口遺跡 七尾市八幡町 平安～中世 道路建設 ４００ 市 ５．１０～１１．２２ 集落跡 古代と中世の掘立柱建物や板塀、溝、大型土坑など
を検出

１４ 千野林田遺跡 七尾市千野町 古墳、平安 道路建設 ２，５３０ 市 ５．１０～１１．２２ 集落跡 古代の溝、土坑などを検出
１５ 七尾城跡 七尾市古屋敷町 中世 道路建設 ３００ 市 ７．２３～１０．３１ 城館跡 「大手道」の一部、土坑、掘立柱建物を検出
１６ 古府・国分遺跡 七尾市古府町ほか 奈良、平安 確認調査 ６０ 市 ８．２７～１０．１８ 集落跡 古代の建物の柱穴、溝などを検出
１７ 能登国分寺跡 七尾市国分町 奈良、平安 確認調査 ９４ 市 ３．１１～３．３１ 寺院跡 国分寺の南面を画する一本柱列、溝などを確認
１８ 太田ツツミダ遺跡 羽咋市太田町 弥生～中世 道路建設 ２，６００ 県・埋 ９．３～１１．１５ 集落跡 弥生後期の溝は横断方向に矢板が打たれ、灌漑に利用か
１９ 四柳白山下遺跡 羽咋市四柳町 奈良～中世 ほ場整備 ４６０ 市 ５．７～８．２ 集落跡 古代の土坑、溝などを検出

２０ 杉野屋遺跡 宝達志水町杉野屋 縄文～平安 河川改修 ２，３００ 県・埋 ４．１２～８．１７ 集落跡 掘立柱建物、溝などを検出、古代の河道跡からは多
くの土師器・須恵器とともに大型の加工木が出土

２１ 南吉田堂の後ろ遺跡 宝達志水町南吉田 平安～近世 ほ場整備 ３００ 町 ８．２０～１０．３１ 集落跡 古代と中世の掘立柱建物などを検出
２２ 加茂遺跡 津幡町加茂 縄文～中世 道路建設 ５００ 県・埋 ６．１２～８．１７ 集落跡 道跡、溝、土坑などを確認

２３ 加茂遺跡・加茂廃寺 津幡町加茂 飛鳥、奈良、平安 確認調査 ２０６ 町 １０．２２～１２．２８ 集落跡、社寺
跡（寺跡）

古代北陸道の確認と加茂遺跡の古代集落の成立が
七世紀代となることを確認

２４
畝田・寺中遺跡、畝田遺
跡、畝田大徳川遺跡、畝
田B遺跡

金沢市畝田西、畝田中 弥生～中世 道路建設 ２，０００ 県・埋 ８．２７～１．１８ 集落跡 弥生後期の竪穴建物、古代の掘立柱建物、土坑、溝、
井戸などを検出

２５ 金沢城跡（玉泉院丸） 金沢市丸の内 近世 公園整備 ３９０ 県・城 ４．２６～９．２１ 城館跡（城跡） 石垣の解体調査
２６ 金沢城跡（石川門） 金沢市丸の内 近世 確認調査 ２００ 県・城 ５．１７～１２．２０ 城館跡（城跡） 石川門右方太鼓塀の基礎調査
２７ 金沢城跡（河北門） 金沢市丸の内 近世 確認調査 １，７３０ 県・城 ４．２３～１２．２１ 城館跡（城跡） 礎石の確認と絵図との検討
２８ 金沢城跡（いもり堀） 金沢市丸の内 近世 確認調査 ４８ 県・城 ９．３～９．２５ 城館跡（城跡） 南岸ライン及び断面形状の確認
２９ 金沢城跡（本丸・本丸付段） 金沢市丸の内 近世 確認調査 １，４００ 県・城 １０．３～１２．６ 城館跡（城跡） 本丸北側大型遺構の規模確認

３０ 金沢城跡（県庁跡地） 金沢市広坂２丁目 奈良、平安、
中世、近世 建物建設 ６００ 県・埋 ５．７～６．２９ 集落跡、城館跡 古代、中世から近世、近世の各段階の遺構面を確認

３１ 元菊町遺跡 金沢市三社町 近世 鉄道建設 ２，８００ 県・埋 ４．２７～１０．１５ 集落跡 近世の石組み遺構、土坑、道路跡などを検出、町屋の
一角が判明

３２ 直江北遺跡 金沢市直江町へ１４番地 弥生～奈良 区画整理 ９，５００ 市 ７．２～１２．６ 集落跡 縄文時代から奈良時代の規模の大きな集落跡。古墳
時代初頭の集落ではそれを区画する溝を確認

３３ 上辰巳南遺跡 金沢市上辰巳町壱 江戸 確認調査 １０ 市 ８．１ その他（社会
施設用水） 辰巳用水の確認

３４ 北町遺跡 金沢市北町 弥生 宅地造成 ５００ 市 ６．１～６．２９ 集落跡 弥生終末期の掘立柱建物を検出

３５ 末１号窯跡 金沢市末町 平安 確認調査 ３０ 学院 ５．１５～７．２０ 生産遺跡
（須恵器窯跡） 須恵器窯跡を確認

３６ 二日市イシバチ遺跡 野々市町二日市町 弥生、中世 鉄道建設 １，９００ 県・埋 １０．２～H２０．１．２１ 集落跡 弥生後期の竪穴建物、掘立柱建物、井戸、土坑などを検出
３７ 二日市イシバチ遺跡 野々市町二日市町 弥生、中世 河川改修 ７００ 県・埋 １１．７～H２０．１．２１ 散布地 弥生後期の竪穴建物、土坑などを検出
３８ 三日市A遺跡 野々市町三日市町 縄文、奈良～中世 河川改修 ４９０ 県・埋 ８．２０～９．１８ 集落跡 古代の掘立柱建物、土坑、溝などを検出

３９ 末松遺跡 野々市町中林２丁目 奈良、平安 建物建設 ２，３００ 県・埋 ４．２４～８．２４ 集落 古代と中世の掘立柱建物、竪穴状遺構のほか、古墳
の周溝状遺構や墓とおぼしき集石遺構を検出

４０ 郷クボタ遺跡（第３次） 野々市町郷町 弥生、古代、中世 区画整理 ６６２ 町 ８．２１～９．２６ 集落跡 弥生の竪穴建物２棟、古代の掘立柱建物４棟などを検出
４１ 二日市イシバチ遺跡（第４次） 野々市町二日市町 弥生、中世 区画整理 ９０４ 町 ９．２０～１０．２４ 集落跡 弥生の竪穴建物１棟検出

４２ 三日市A遺跡（第２９・３１次） 野々市町二日市町 弥生、奈良、
平安、中世 区画整理 １１，２１４ 町 ４．１２～H２０．２．２１ 集落跡

弥生後期の方形周溝墓１基、竪穴建物４棟、円筒土坑
１４基、溝１条、古代の竪穴建物１棟、溝１条、中世の掘立
柱建物１０棟、竪穴状遺構７棟、井戸３基、土坑１基、溝２３
条などを検出

４３ 三日市A遺跡（３０次） 野々市町三日市町 奈良、平安、
中世、近世 区画整理 １，７９５ 町 ５．７～６．２９ 集落跡 古代の竪穴建物４棟、道路遺構（古代北陸道）１カ所、

中世の土坑墓２０基などを検出

４４ 三日市A遺跡（第３２次） 野々市町二日市町 弥生、古代、中世 区画整理 ５，２８６ 町 ９．２７～H２０．１．３１ 集落跡
弥生後期の竪穴建物３棟・円筒土坑２６基、古代の溝１
条、中世の掘立柱建物５棟、竪穴状遺構４カ所、土坑８
基、溝２条）などを検出

４５ 三日市A遺跡（第３３次） 野々市町三日市町 縄文、古代、近世 区画整理 １，６４１ 町 １０．２３～１１．２７ 集落跡 古代の竪穴建物４棟、畝溝遺構多数を検出
４６ 三日市A遺跡（第３４次） 野々市町二日市町 古代、中世 区画整理 ４０２ 町 １２．１０～１２．２７ 集落跡 中世の竪穴状遺構２、井戸１ヵ所などを検出

４７ 粟田遺跡（１６次） 野々市町粟田５丁目 縄文、奈良、平安 工場建設 ６，０２６ 町 ４．１６～１２．１８ 集落跡 古代の竪穴建物７棟、掘立柱建物４棟、道路状遺構１カ
所などを検出

４８ 五歩市遺跡 白山市五歩市町 弥生、古墳、中世 道路建設 １２，５１０ 県・埋 ４．２５～H２０．２．２０ 集落跡 弥生後期から古墳前期の大型竪穴建物、土坑、溝と
中世の礎石建物、区画溝を検出

４９ 松任城跡 白山市西新町２０４ 奈良、室町、戦国 建物建設 ６７４ 市 ８．７～９．８ 城跡 古代～中世の集落跡、近世の城跡の一部を検出
５０ 福増遺跡 白山市福増町 弥生～中世 道路建設 ３，６００ 市 ５．９～１１．２０ 集落 弥生時代の平地式建物、溝、土坑などを検出
５１ 宮永雁堀遺跡 白山市宮永町３１９、３２０ 縄文 宅地造成 １６０ 市 ３．７～３．１７ 散布地 晩期の土坑群を検出
５２ 上二口遺跡 白山市三浦町 奈良、平安 道路建設 １，１２０ 市 ５．２１～８．９ 集落 古代の掘立柱建物、土坑などを検出
５３ ニ曲城跡 白山市出合町 中世 史跡整備 ２２５ 市 ７．２４～１１．３０ 城館跡（城郭） 掘立柱建物、石塁、空堀、土橋、堤状遺構を検出

５４ 西山古墳群（西山遺跡・
西山中世墓・西山砦） 能美市高座町 弥生、（古墳）、中世 遺跡整備 １００ 市 ７．３１～１２．１９

集落跡、墓、城
館跡（弥生墓、
中世墓、砦跡）

中世の土塁、曲輪、切岸を確認（西山４・５号墳は西山
砦の土塁と判明）

５５ 秋常山１号墳 能美市秋常町 古墳 史跡整備 ３０ 市 ６．１８～９．３ 古墳 前方後円墳の葺石を検出

５６ 上本折遺跡 小松市上本折町 古墳、奈良、
平安、中世 道路建設 ６５ 市 ３．１２～４．１３ 散布地 遺跡の縁辺部、古代の土師器、須恵器や中世の土師

器、陶磁器が出土
５７ 薬師遺跡 小松市矢崎町 縄文、古墳～平安 住宅建設 １２５ 市 ４．９～５．９ 集落跡、散布地 古代の L字型カマド付設竪穴建物を検出
５８ 白江遺跡 小松市白江町 弥生～中世 住宅建設 ９２ 市 ６．４～６．２５ 集落跡、散布地 古代の土師器、須恵器なとが出土
５９ 矢田新遺跡 小松市矢田町タ１５ほか 古墳、奈良、平安 住宅建設 ２００ 市 ５．２１～７．１２ 集落跡 掘立柱建物７棟など検出
６０ 松谷寺跡 小松市五国寺町念仏寺 奈良、平安 確認調査 ８，０００ 市 ８．２０～９．２７ 社寺跡（寺院） 北陸最古の山林寺院を確認、礎石建物を検出
６１ 矢田新遺跡 小松市矢田町タ１６ほか 古墳、奈良、平安 住宅建設 ２２．９６ 市 １０．２９～１１．５ 集落跡 建物の柱穴を検出
６２ 二ツ梨豆岡向山古窯跡群 小松市二ツ梨町９６ 平安 農業関連 ２５０ 市 １０．２～１１．３０ 生産遺跡（窯跡） 窯体前庭部、土坑、排水溝、灰原、炭窯を検出
６３ 矢崎宮の下遺跡 小松市矢崎町 縄文～中世 店舗兼住宅建設 １０８ 市 １１．１５～１２．１０ 集落跡 古代の竪穴建物３棟検出
６４ 八日市地方遺跡 小松市日出町４丁目 弥生、中世 店舗建設 １３２ 市 １０．１～１１．２ 集落跡 中世土師器、中世陶磁器が出土

６５ 松山D遺跡 加賀市松山町 古墳 道路建設 ２，０３０ 県・埋 ４．２０～８．８ 集落跡 弥生後期の土坑・溝、古墳後期の円墳周溝２基、平安
時代の掘立柱建物などを検出

６６ 分校C遺跡 加賀市分校町 中世 道路建設 １，１００ 県・埋 ８．２０～１１．８ 集落跡 中・近世の掘立柱建物、墳墓、井戸などを検出、墳墓
から銅製花瓶出土

６７ 水田丸遺跡 加賀市水田丸町 中世 道路建設 ４５０ 県・埋 ５．１～６．８ 集落跡 掘立柱建物、竪穴状遺構、井戸などを検出

６８ 九谷磁器窯跡 加賀市山中温泉九谷町 近世 史跡整備 １４２．５ 市 ７．１７～H２０．３．３１ 生産遺跡
（磁器窯跡） 吉田屋窯跡焚口、物原、掘立柱建物を検出

県・埋：（財）県埋文センター 全体 １０５，０９０．４６㎡
県・城：県金沢城調査研究所 うち県埋文センター ４１，０３５㎡
市・町：市及び町教育委員会（金沢市は市埋文センター） 県金沢城 ３，７６８㎡
学院：金沢学院大学
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の の え ぼん こう じ

野 々 江 本 江 寺 遺 跡

所 在 地 珠洲市野々江町地内 調査期間 平成１９年１０月９日～同年１１月９日

調査面積 １９５㎡ 調査担当 立原秀明 山下陽介

調査成果の要点

・木製の出土例としては、全国最古となる

平安時代末期～鎌倉時代前期の木製笠塔

婆と木製板碑が出土した。

・木製笠塔婆と木製板碑は、『餓鬼草紙』

に描かれた笠塔婆や板碑とほぼ同一形態

のものである。

・木製塔婆から石製塔婆への変化を裏付け

る重要な発見であり、我が国の墓制史研

究上高い資料的価値を有する。

野々江本江寺遺跡は、能登半島の先端にある

珠洲市野々江町に所在する。野々江町の地形

は、北方の丘陵と海岸部の平野からなり、遺跡は、海岸線から内陸へ５００mほど入った標高約４mの

平地に位置している。遺跡の周辺では、南方の海岸に沿って帯状の海岸砂丘があり、東方では、金川

が飯田湾に注いでいる。このため、遺跡の南東側は、川と海岸砂丘によって形成された低湿地帯が広

がっていたとみられる。

発掘調査は、県営ほ場整備事業に伴うものであり、調査地はA区と B区に分かれ、B区から注目

される遺物として、木製笠塔婆２基と木製板碑１基が出土している。

A区は、標高４．２mの微高地に位置する。遺構は柱穴と小規模な溝を確認し、鎌倉時代前期を主体

に室町時代（１２世紀末期～１５世紀前半）まで断続的に営まれた集落的な遺跡とみられる。

B区は、標高１．８mほどで、前述した低湿地帯の一角に位置している。土層断面の観察結果から、

鎌倉時代における低湿地の埋め立てが行なわれたと推定している。木製塔婆類は、調査区の中央部付

近で水田面から０．８～１．０mほどの深さでまとまって出土した。概ね北西－南東に方向を揃えた状況

であった。他にも、少量の木製品や自然木が出土しており、一括的に廃棄されたものと考えられる。

木製笠塔婆は、竿の上部に笠がつき、正面には主尊を置いた額がつく構造と考えている。

木製笠塔婆１は、竿と額が出土している。竿は角柱状で、材質はスギである。下部は欠損している

が、高さ１９０．６cm、幅１８．８cm、厚さ１４．３cmである。上端には円柱状のほぞを造り出し、この部分に

笠が取り付けられていたと考えられる。背面には、縦方向に高さ１６５cm以上、幅１０cm、深さ６～８cm

の溝が彫られている。この溝については、変形や亀裂を防ぐための「内抉り」とみている。

額は、高さ６９．５cm、幅１９．４cm、厚さ２．０cm、材質はアスナロである。本来は、３枚の合わせ板か

らなっていたとみられ、その中央部分と考えられる。上半には、直径３３．８cmの円相を彫り、その中

央には梵字「バン」（金剛界大日如来）を刻んでいる。円相の上下には、鋸歯文帯を配している。下

半には４つの銘文区画を設け、願文あるいは偈が墨書されていたものとみられる。その一部は確認で

きるが、全体的に風化しており、解読については、今後の課題である。その下に蓮の花弁を図案化し

た火（花）頭形の飾りを造り出している。額の取り付けは、釘止めによるもので方形の釘穴が３ヶ所

遺跡位置図（S＝１／２５，０００）
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認められる。

木製笠塔婆２は、上端のほぞは、腐朽のために確認できないが、背面に「内抉り」がみられること

から竿と判断した。竿のみの出土で、高さ２０７cm、幅１６．３cm、厚さ１２．２cm、材質はスギである。下

端から５６．５cmを境に、その上下で腐食の差異が認められ、地中に埋められた痕跡と考えられる。

木製板碑は、一枚の板材から造り出したもので、下端は、切断により欠損している。高さ１９３cm、

幅３０．５cm、厚さ１１．３cm、材質はヒノキである。頭部は高さ４６cmで、山形の頂部、二段の羽刻みか

らなり、額部は長方形で塔身から３．５㎝ほど突出している。塔身は板状を呈し、高さ１４７．０cm、上部

幅２７．０㎝、下部幅３０．５㎝で、下部に向けて幅が広くなっている。碑面には、主尊などの信仰標識が彫

刻されていないため、墨で梵字や銘文が墨書されていたと考えられるが、現時点では風化のために確

認できない。

木製塔婆類は、現存する石製の笠塔婆や板碑、絵巻物と比較検討した結果、平安時代末期から鎌倉

時代前期（１２世紀後半～１３世紀前半）に造られたと考えられる。これは、出土した珠洲焼の年代観と

もほぼ対応する。

木製塔婆類は、『餓鬼草紙』に描かれた笠塔婆や板碑とほぼ同一形態のもので、その実物として全

国初の出土である。これまでの笠塔婆や板碑の研究では、木製から石製へ変化したと推定されていた

が、今回の出土によってこれが裏づけられた。中世初期の墓制や墓標の初源を考えるうえで極めて貴重

な資料が得られたといえよう。

木製笠塔婆類を造立した人は、珠洲郡の有力な在地領主と考えられる。また、出土地点の近くには、

墓地が存在した可能性が高く、当地を支配していた領主によって造立されたものと考えている。

（立原秀明）

木製笠塔婆１の額出土状況 木製笠塔婆１の竿出土状況

木製笠塔婆２の竿出土状況 木製板碑の出土状況
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いい だ まち

飯 田 町 遺 跡

所 在 地 珠洲市飯田町地内 調査期間 平成１９年９月４日～同年１２月６日

調査面積 １，３６０㎡ 調査担当 白田義彦 中泉絵美子

調査成果の要点

・遺跡は珠洲市の中心市街地である飯田町

に位置し、本調査区は当時の海辺に立地

する。

・主に近世（１７世紀後半～１８世紀）の集落

跡を確認した。

・主な遺構は近世の柱穴、井戸、土坑、炉

跡などであり、井戸枠材はこの地域特産

の珪藻土を利用したものであった。炉跡

は大型のものであり、海産物加工用のも

のである可能性が高い。

飯田町遺跡は珠洲市の中心市街地である飯田町に所在する平安時代～近世を主体とする遺跡であ

る。本遺跡は過去に３回調査されており、その成果は１９９２年の『飯田町遺跡』と２００８年『珠洲市飯田

町遺跡』としてまとめられている。今回の調査原因は飯田港と春日神社を結ぶ「春日通り」の拡幅に

よるものであり、上記『珠洲市飯田町遺跡』の調査原因と同一のものである。今回は本センターが以

前調査した調査区の南側にあたる部分の調査を行い、平成２０年度に今回調査した調査区の北隣の調査

をもって、春日通り拡幅工事に伴う現地発掘調査を終了する予定である。

これまでの調査で、平安時代・中世の遺構は春日神社に近い山側の調査区に多く確認され、海側へ

向かうにつれ、近世の遺構が多くなり、中世の遺構は少なくなるという傾向が指摘されていた。今回

の調査区は海に近い調査区であり、中世の遺構は少なく、遺構の主体は近世（１７世紀後半～１８世紀）

のものである。

主な遺構は柱穴、井戸、土坑、炉跡などであり、珠洲市にみられる泥岩の珪藻土ブロック積みの井

戸を３基検出した。同市の粟津小学校遺跡では、中世の珪藻土ブロック積み井戸を確認しており、現

在でも珪藻土ブロック積みの井戸は利用されていることから、この地域特産の珪藻土が中世から現代

まで井戸枠材として利用されているようである。炉跡は近世のものと考えられ、２基隣接して確認し

た。東側の炉跡は約１．７m×２mの方形状のもので、一部に石囲いがみられ、床面は橙色に焼けてい

た。西側の炉跡は約２．５m×２．８mのもので、一部に珪藻土ブロック囲いがみられた。この２基の炉跡

の焼土面がつながっていたことから、一連の遺構であると考えられる。近隣住民の方の話では近年ま

でこのあたりで煮干しなどの海産物を製造していたそうである。検出した炉跡も大型であり、海に近

いことから、海産物製造用のものである可能性が高いと考えられる。

これまでの調査で飯田町遺跡の形成過程が明らかになりつつあったが、今回の調査で近世の海辺の

集落の様相が垣間みれた。中世から近世、そして現代へと続く集落の変遷が追える貴重な遺跡である。

（白田義彦）

遺跡位置図（S＝１／２５，０００）
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東側調査区完掘状況 西側調査区完掘状況

井戸１（珪藻土ブロック積み） 井戸２（珪藻土ブロック積み）

井戸枠（珪藻土ブロックと小木石） 井戸枠（小木石）

炉跡完掘状況 炉跡下部構造（礫床）
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み むろ ふく うら

三 室 福 浦C遺 跡 ・ 三 室 福 浦 古 墳 群

所 在 地 七尾市三室町福浦地内 調査担当 安中哲徳 山下陽介

三室福浦C遺跡 調査面積 ３０㎡ 調査期間 平成１９年９月１９日～同年９月２８日

三室福浦古墳群 調査面積 １３０㎡ 調査期間 平成１９年１０月２２日～同年１２月２１日

調査成果の要点

・遺跡は、七尾南湾に面した崎山半島西側

の南から北へ派生する低丘陵先端に立

地。

・尾根頂部付近に中世の配石・集石遺構が

複数確認され、銅銭や珠洲焼が出土。

・約３０m離れた尾根頂部の２箇所で古墳

の横穴式石室石材や古墳時代終末期の須

恵器を確認。

・２号墳は斜面の自然崩壊や後世の撹乱に

より石室が崩落。原位置を保つ石材は未

確認。

三室福浦C遺跡 丘陵斜面は自然崩壊や後世の土取りにより大きく削平されていたが、尾根頂部付
近の表土直下からは、複数の配石・集石遺構が確認された。
１号墓とした尾根北側頂部には拳大～人頭大の石材を円形に配した径約１．２mの配石遺構が確認さ
れた。石材は古墳石室石材と同じ物で、小型の物を転用した可能性が高い。周辺には銅銭や珠洲焼も
出土したことから、中世の塚状遺構が存在していたと考えているが、集落の共同アンテナ電柱が接し
ていたことから今回の調査では配石下の掘削はできなかった。周辺には小規模な集石遺構が複数確認
されたが、斜面の表土流出が著しいため実際には何基存在していたかは不明である。
２号墓とした尾根南側頂部では斜面を円形に整形した径約８mの塚状遺構が確認された。頂部に
は一辺約１mの方形の配石遺構が確認され、配石下には一辺約８０㎝、深さ約３０㎝の方形の土坑が存
在したが、遺物の出土は無く時期は不明である。また、南側斜面上部にも集石遺構が確認され、流土
中からは珠洲焼が出土したことから、中世の塚状遺構が複数存在していたと考えている。
三室福浦古墳群 三室福浦C遺跡の調査着手後、北側の塚状遺構の下層部分及び約３０m離れた南側
斜面の２箇所で古墳の石室石材の可能性が高い砂岩製海石や安山岩製板石が多く確認された。周辺か
らは古墳時代終末期の須恵器も出土し、尾根上に古墳の存在が明らかとなったことから、調査を一時
終了し、南側斜面で確認された三室福浦古墳群（２号墳）の調査を優先して行うことになった。
１号墳は尾根北側頂部の塚状遺構の下層に存在する。天井石か側壁の可能性が高い大型の石室石材
や小型の板石が確認され、表土中から古墳時代終末期の須恵器が出土した。７世紀代の横穴式石室を
持つ古墳が存在すると考えているが、今回は発掘調査を行わなかった。
２号墳は尾根南側頂部から南側斜面の上部付近にかけて存在していたと考えられ、斜面の広範囲で
確認された石材には、石室の天井石や側壁、門柱石などの可能性がある大型の石材も多数含まれてい
る。また、尾根頂部から南側斜面にかけての流土中からは、古墳時代終末期の須恵器や土師器が多く
出土している。７世紀代の横穴式石室が存在していたと考えているが、斜面の自然崩壊や後世の撹乱
により石室が完全に崩落しており、原位置を保つ石材は確認できなかった。 （安中哲徳）

遺跡位置図（S＝１／２５，０００）
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遺跡遠景（南から） １号墓配石検出状況（南西から）

１号墳石室石材検出作業（南西から） １号墳石室石材検出状況（南東から）

２号墓配石検出状況（南から） ２号墳石室石材検出作業（南東から）

２号墳石室石材検出状況（南から） ２号墳完掘状況（南東から）
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なな お

七 尾 城 跡

所 在 地 七尾市古城町、古屋敷町、竹町地内 調査期間 平成１９年４月１７日～平成２０年２月１日

調査面積 ７，０４０㎡ 調査担当 夷藤明 中屋克彦 金山哲哉 空良寛 松原秀浩

調査成果の要点

・石組みの両側側溝を持ち、砂利敷き舗装

が施された「大手道」を検出。

・堀と切岸で構成される「総構」を検出。

・石垣などによる屋敷割りの一部を検出。

・「永禄」銘の石造狛犬台座や線画が刻ま

れた硯のほか、土師器、陶磁器、銅銭、

漆器などの遺物が多数出土。

七尾城は、標高約３００mの本丸を中心に、尾

根筋にいくつもの曲輪が設けられた山城であ

る。近年、その状況が少しずつ明らかになって

きた城下とあわせ、一連の遺構群が非常に良く

残っていることなどから、戦国期の城下町遺跡

として全国的にも高い評価を受けている。

今回の発掘調査は、一般国道４７０号能越自動

車道（七尾氷見道路）建設に係るもので、平成

１７年度から実施しているものである。

平成１９年度の調査対象は、市道矢田郷８０号線

から矢田町地内の山裾までの道路建設予定地内

である。このうち、市道矢田郷８０号線と木落川に挟まれた丘陵上に多くの遺構を確認した。

丘陵の尾根筋を通る現林道と重複する位置には、砂利敷き舗装された幅３mの「大手道」が検出

された。道の両側には石組みの側溝が整備され、路面を横断する溝も検出されている。

また、市道矢田郷８０号線沿い

の区域では、堀と切岸で構成さ

れる総構が確認されたほか、総

構が途切れている部分に、城戸

の内と外を繋ぐ出入り口（虎口）

の存在が推定されることとなっ

た。これらは、七尾城下町の都

市計画や区割りの基幹となった

遺構であると考えられる。「大

手道」の周辺では、石垣で区画

された屋敷地が確認されたほ

か、約４m四方の大型竪穴状

遺構や布掘りの基礎構造を持つ

遺跡位置図（S＝１／２５，０００）

七尾城下町と現在の七尾市街（南から）
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掘立柱建物などが検出され、丘陵上一帯に畠山氏の家臣などが屋敷を構えていたと考えられる。

これらのことから、市道矢田郷８０号線と木落川に挟まれた区域は、城下の形成や構造などを検討す

るうえで重要な区域であると考えられる。

また、木落川から東側の区域についても、石組

み井戸などの遺構が検出されていることなどから

城下の一角であったと考えられるが、全体として

比較的遺構密度が低いことなどから、木落川が総

構としての機能を有し、七尾城東側の防御線をな

していたものと推定される。

主な出土品には、土師器、陶磁器のほか、碁石、

銅銭、「永禄」銘の狛犬台座、裏面に絵が刻まれ

た硯、漆器などがある。 （中屋克彦）

屋敷地を区画する石垣（西から） 総構の堀と切岸

大型の竪穴状遺構（東から）

大量に出土した土師器皿 大手道と総構周辺（S＝１／２，０００）
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おお た

太 田 ツ ツ ミ ダ 遺 跡

所 在 地 羽咋市太田町地内 調査期間 平成１９年９月３日～同年１１月１５日

調査面積 ２，６００㎡ 調査担当 澤辺利明 中本武志

調査成果の要点

・弥生時代後期後半および奈良・平安時代の

集落跡であり、２カ所で建物を確認したほ

か、水路跡とみられる溝多数を検出した。

・建物のうち１棟は弥生時代の竪穴系建物、も

う１棟は古代の掘立柱建物の可能性がある。

・弥生時代後期後半の溝の一つ（SD５）に

は堰が遺存していた。

能登半島基部には邑知地溝帯が東西にのび半島

を南北に分断する。この地溝帯南西部には干拓に

より縮小したものの、かつては県内第２の規模を

誇った邑知潟が広がっている。遺跡は地溝帯南西端にあって、子浦川をはじめ南の宝達山系から北流

し邑知潟に流れ込む大小河川によって形成された沖積地に位置する。

発掘調査は一般国道４１５号道路改良工事に伴うもので、昨年度までに調査地東側で太田A遺跡や太

田B遺跡などが調査され、弥生時代～近世にいたる集落跡が確認されている。また、本遺跡に係っ

ては、工場拡幅に伴い平成４年度に羽咋市教育委員会により、一帯のほ場整備に伴い平成１６・１７年度

に道路隣接地で当センターにより発掘調査が実施されている。

今回の調査では、２カ所で建物柱穴群を、調査区東半部で幅約０．３～２m、深さ約０．１～１mの溝多

数を確認した。西半部は遺構希薄であった。

建物の時期を確定できる遺物はないが、調査区中央北壁に接して東西方向に桁行を向ける掘立柱建

物（SB１）は、ほ場整備調査区中検出の掘立柱建物と軸を同じくすることから古代に属する可能性

がある。また、西半で検出された柱穴群については、周囲の溝とあわせ竪穴系建物（SI１）をなすと

もみられ、弥生時代後期後半に属する可能性がある。溝は弥生時代後期後半と古代に分けられ、周辺

に分布した水田等耕作地に伴う水路が多いとみている。うち幅約３m、深さ約１mの溝（SD５）内

には矢板を並べた堰が遺存していた。弥生期の所産であり、矢板が１m近く打ち込まれていたこと

から恒常的施設とみられ、横板を外すことにより

水の分岐や流量調節を図ったと思われる。当期に

おいて錯綜して溝群が掘削される状況は、調査地

南西約３００mに位置する二口かみあれた遺跡でも

知られる。本遺跡について伴出遺物は少ないが、

あわせ各遺構の変遷を検討することで、弥生時代

後期後半から活発化する邑知潟南西部低地におけ

る開発の一様相を示すことが可能となろう。

（澤辺利明）

遺跡位置図（S＝１／２５，０００）

遺跡遠景（南東から）
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東半部完掘状況（東から）

SI１完掘状況（北から）

溝群完掘状況（北から）

調査区全体図（S＝１／５００）

SD５内堰検出状況（北西から）
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うね だ じ ちゅう だい とく がわ

畝田・寺中遺跡、畝田遺跡、畝田大徳川遺跡、畝田B遺跡

所 在 地 金沢市畝田西３丁目・畝田中３丁目 調査期間 平成１９年８月２７日～平成２０年１月１８日

調査面積 ２，０００㎡ 調査担当 土屋宣雄 宮川勝次

調査成果の要点

・弥生時代から中世にかけての集落跡を確

認した。

・弥生・古墳時代では、竪穴系建物、土坑、

溝など、古代にかけては河道や掘立柱建

物を確認した。

・中世では縦板組横桟留め及び曲物を有す

る井戸や溝などを確認した。

・弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器、木

製品、石製品が出土した。

畝田・寺中遺跡他２遺跡（畝田遺跡、畝田大

徳川遺跡も含む）と畝田B遺跡は金沢市西部

の沖積平野に立地する集落跡である。発掘調査

は一般国道３０５号線（海側幹線）改築工事を原

因とするものであり、昨年度（当誌第１８号掲載）

から継続して実施しており、今回は１c区・３

区（畝田・寺中遺跡他２遺跡）及び畝田B遺

跡を対象とする。なお、調査区の一部は金沢西

部第二土地区画整理事業に係る調査地に隣接す

る。以下、調査区ごとに概略を述べる。

１c区 弥生時代から中世にかけての遺構・遺

物を確認した。弥生時代終末期から古墳時代前

期の竪穴系建物、古墳時代中・後期の土坑や

溝、調査区中央部で南北に走る古墳時代から古

代にかけての河道や掘立柱建物を確認し、弥生

土器、土師器、須恵器が出土した。なかでも河

道からは土器の他に弓、木槌などの木製品が多

量に出土した。中世では上記河道より西部を中

心に井戸跡が確認でき、井戸側を持つものとし

ては曲物を２・３段積み上げたもの、曲物と縦板組横桟留めがセットになったものが認められ、珠洲

焼や土師器皿が出土した。

３区 調査区の西半部は河道で占められ、東部及び南部において古墳時代から古代にかけての土坑や

小穴、中世と思われる溝を確認した。主に土師器や須恵器が出土した。

畝田B遺跡 遺跡の西端に位置する。古代の掘立柱建物や溝などが確認でき、土師器、須恵器が出

土した。 （宮川勝次）

遺跡位置図（S＝１／２５，０００）

畝田 B

３３区区

２b区

畝田・寺中遺跡他２
２２aa区区

１１cc 区区

１１bb区区

１１aa区区

調査区位置図（S＝１／５，０００）
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遺跡遠景（南西から） １c区 全景（上が北西）

３区 全景（上が西） 調査区（畝田B遺跡）全景（上が西）

１c区 掘立柱建物（南東から） １c区 井戸側出土状況

１c区 土器出土状況（北から） ３区 河道 木製品出土状況（東から）
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もと ぎく ちょう

元 菊 町 遺 跡

所 在 地 金沢市三社町地内 調査期間 平成１９年４月２７日～同年１０月１５日

調査面積 ２，８００㎡ 調査担当 安 英樹 立原秀明

調査成果の要点

・部分的だが３面の遺構面を確認した。

・多数の石組遺構を検出した。

・大量の陶磁器が出土した。

・金沢城下町の一部である。

・絵図によれば近世前半は百姓地である。

・絵図によれば近世後半は町屋である。

・第１～３面の状況は絵図の城下町と対応

するが、絵図の歪みや誇張には注意が必

要である。

元菊町遺跡は金沢市の市街地北西部に位置す

る。昭和６２（１９８７）年に金沢市元菊町地内で発

見され、同年度と平成元（１９８９）年度に石川県

立埋蔵文化財センターにより、発掘調査が行わ

れている。調査では、土坑、溝、落ち込み等の

遺構を検出し、近世の陶磁器や土製品が出土し

た。さらに、絵図面との対比によって、金沢城

下町の一部であることが確認されている。今回

の発掘調査は北陸新幹線の建設工事を調査原因

としており、JR北陸本線の南側で実施したも

のである。

調査区の層序は、上位から厚さ１m前後の

盛土、遺物包含層、整地土、地山を認識した。

地山は砂礫層であり、旧犀川に由来することが

推定される。整地土は凹凸のある旧地形を整地

するものであるが、不連続・不均一であり、単

一層とはいえない。遺構面は複数確認でき、遺

物包含層直下で検出したものを第１面、整地土中ないし整地土下で検出したものを第２面、さらに下

層から検出されたものを第３面とした。遺構検出面の標高は１０～１１mである。

遺構は道路状遺構、溝、土坑、小穴、落ち込みの他、多数の石組遺構（SS）を検出した。これら

遺構の組み合わせで形成される区画内には建物が存在した可能性が高いが、認識できなかった。道路

状遺構の１基は南西－北東方向に伸びる延長約３０mを検出しており、南西側では交差して十字路と

なっている。幅は１間（１．８m）と判断でき、３回以上の改修が確認される。土坑のうち１基（SK７）

は径０．８m・深さ１．４mの円筒形で、側壁に木質が遺存していた。井戸の可能性が高い。遺物は土師器、

陶磁器、土製品、石製品、金属製品、木製品が出土した。特に陶磁器は大量に出土している。時期的

遺跡位置図（S＝１／２５，０００）

調査区位置図（S＝１／５，０００） 濃アミは過去の調査区
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には１８世紀後半以降が主体であり、１８世紀前半以前は少ない。

石組遺構は今回の発掘調査を印象付ける存在である。石の構成は石敷、石列、石組溝など、特徴的

であるが多様であり、代表的な例と現状で想定される性格を示しておく。SS６は一定の範囲に石を

敷き詰めたものであり、庭地の一部。SS７・８は帯状に石を盛り上げており、垣根の基礎。SS３５f は

石の面を内向きに並列したものであり、排水溝。SS３５gは逆に外向きに並列しており、土塀の基礎。

SS４は１列であるが、溝 SD２が並走しており、簡易な塀であろうか。この他では、区画となりそう

な石列が多い。

遺構面の別では第１面が遺構・遺物の主体となる。道路とその周囲の細かい区画が確認でき、城下

町の町屋と推定できる。第２面は確認された地点、遺構、遺物とも限定され、第１面よりも希薄な状

況であるが、近世前半に遡る遺構・遺物を含んでいる。道路もこの段階まで遡る可能性がある。第３

面は第２面の分布範囲の中でさらに部分的にしか確認できていない。第２面との時間差は相対的なも

のであり、第２面の遺構密度が高い地点と考えた方が適切かもしれない。

調査地点の周辺は、城下町の絵図によれば、近世前半（「延宝金沢図」など）は百姓地となってお

り、後半（「金沢町絵図」など）は家屋敷が立ち並び町屋となっている。調査状況と対照すれば第１

面が近世後半、第２面と第３面が近世前半の状況と整合しており、当時の百姓地と町屋にほぼ比定で

きよう。城下町の変化は発掘調査でもある程度裏付けられることになる。一方で、遺構が多かった第

１面には絵図と一致しない部分も多く、絵図に歪みや誇張があって、特に本遺跡のような城下町の縁

辺部で顕著なことが予想される。今後、遺物の整理ともあわせて検討を重ねる必要がある。

（安 英樹）

道路状遺構 SS４・SD２

SS６～８ SS３５

gg

SSSS 66
ff

SSSS 77・・88
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ふつ か いち

二 日 市 イ シ バ チ 遺 跡

所 在 地 野々市町二日市町地内 調査期間 平成１９年１０月２日～平成２０年１月２１日

調査面積 ２，６００㎡ 調査担当 安 英樹 立原秀明 安中哲徳 山下陽介

調査成果の要点

・弥生時代と中世が複合した遺跡である。

・弥生時代は後期の集落である。

・弥生時代の遺構・遺物は南西側に偏在する。

・中世は１４世紀代を中心とする村落である。

・中世の遺構・遺物は広域に分布する。

二日市イシバチ遺跡は野々市町の北端部で、

白山市との市町境近くに位置する。一帯は手取

扇状地の扇央部にあたり、耕地化が進んで地勢

は平坦である。遺跡は昭和５９（１９８４）年度に発

見されており、野々市町教育委員会が平成４

（１９９２）～６（１９９４）年度にかけて JR北陸本

線の北側で、さらに平成１８（２００６）年度からは

その南側で発掘調査を行っている。調査では弥

生時代後期と中世の遺構・遺物が確認されてお

り、それぞれの時代の集落跡であったことが判

明している。また、平成１８年度の調査では古墳

時代前期の古墳群も確認されており、遺跡に新

たな性格を加えている。

今回の発掘調査は北陸新幹線の建設と安原川

の河川改修という二つの開発事業に起因してい

る。前者の調査区は JR北陸本線の南側に平行

し、馬場川と安原川の両河川に挟まれる細長い

範囲である。後者の調査区は安原川に接してよ

り上流側に位置する。厳密には、前者の調査区

にも後者の工事区域が一部含まれるのである

が、記述が煩雑になるので、この略報では前者

を新幹線調査区、後者を河川調査区と表現し

て、それぞれの成果を紹介することにしたい。なお、両調査区は前述した野々市町教育委員会の南北

調査区の中間に位置することになる。

遺構は竪穴住居２棟、掘立柱建物２棟、井戸１基、溝１３条、土坑４基、落ち込み３基、小穴約４０基

等を検出した。遺物は弥生土器、中世土師器、陶磁器、石製品等が出土しており、時期は弥生時代後

期と１４世紀代である。調査面積からみれば遺構・遺物ともに少量であり、希薄な状況といえよう。

新幹線調査区では、北東－南西方向に細長い線形のほぼ中央部分が鞍部地形で、その両岸となる微

高地に遺構・遺物が分布している。北東側では掘立柱建物、溝、土坑等の遺構が比較的まとまった配

遺跡位置図（S＝１／２５，０００）

調査区位置図（S＝１／５，０００）

― 20 ―



置で検出されており、形状や出土遺物から、区画溝をもつ中世村落の一部と判断できる。南東側では

弥生時代と中世の遺構・遺物が存在する。弥生時代は後期の竪穴住居、土坑、溝が検出された。竪穴

住居と土坑は約３mの距離に近接する。竪穴住居は径約７mの円形プランで、２基の主柱穴に推定

４基の副柱穴が伴う。土坑は１．４×１mの楕円形プランで深さは０．４m、底面に壁溝と小柱穴を伴う。

住居と併存するとすれば、それに付属する穴蔵のような施設の可能性がある。中世は溝と井戸が検出

された。溝は概ね東西方向に直線的に伸びており、区画溝と判断できる。出土した中世土師器や陶磁

器の時期は１４世紀代である。

河川調査区では弥生時代後期の竪穴住居と溝が検出されている。竪穴住居は調査区の南西端で全体

の約半分を調査できた。１辺約４mの四角形プランで、主柱穴は４基と推定できる。比較的多くの

弥生土器の他、管玉や大型の砥石が出土している。溝は竪穴住居と約８mの間隔を置いて北東側を

走っている。さらに北東側では遺構・遺物とも希薄になっていることから、居住域を区画する溝の可

能性がある。

以上の調査成果は、弥生時代と中世の複合遺跡であるという従来の所見と一致する。弥生時代は鞍

部地形を挟んで南西側の安原川寄りに遺構が分布するが、野々市町教育委員会の調査区を含めて概観

すると、住居の絶対数が少なくかつかなり間隔を持った配置をとることが明らかになった。こうした

住居密度の低さは扇状地扇央部の集落に共通しており、御経塚遺跡群など扇端部の集落とはわずかな

距離を隔てていても対照的といえる。背景には、地下水の自噴地を欠く扇央部では水田経営による農

業生産力が決定的に小さく、集団を求心できなかったことが考えられる。中世についてはかなり広域

に展開する村落の存在が想定される。今後、構造の解明や景観の復元が期待される。 （安 英樹）

新幹線調査区 竪穴住居 新幹線調査区 土坑

新幹線調査区 中世の遺構配置 河川調査区 竪穴住居と溝
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ご ぼ いち

五 歩 市 遺 跡

所 在 地 白山市五歩市町地内 調査期間 平成１９年４月２５日～平成２０年２月２０日

調査面積 １２，５１０㎡ 調査担当 岡本恭一 白田義彦 林 大智 西田昌弘

森 由佳 中泉絵美子 伊藤雅文

調査成果の要点

・弥生時代後期後半から古墳時代前期及び

中世の集落跡。

・竪穴建物２８棟（重複含む）、布掘建物１

棟、掘立柱建物８棟以上を検出。そのう

ち、竪穴建物の遺存状況が良好で、最大

深約９０cmをはかる。

・遺構の埋土には、地山質土が厚く堆積

し、度重なる洪水禍によるものであろ

う。

・一部の建物で玉生産が行われ、そうでな

い竪穴との構造的な違いが認められた。

・竪穴建物（A区 SI５）からガラス管玉

が出土。県内初出土。

通称海側幹線といわれる国道改築一般国道３０５号を主体とする道路建設事業のうち、側道工事にか

かる範囲について発掘調査をおこなった。側道が JR北陸本線下を潜り抜ける設計となっていること

から、線路を挟んだ両側については、道路幅全体の調査となった。また、調査区内に用水路や農道が

縦横に入っていることから、それを保全しつつ稲刈り後の撤去によってようやく調査にかかれる状況

であった。したがって、広い調査面積でありながら、小区画に分けた発掘を余儀なくされた。

白山市道を境にして、その南をA地区、市道と JR線の間をB地区、JR線より北をC地区とした。

さらに上述の小区画の調査区域ごとに番号をふって調査区名とした。 （伊藤雅文）

A区

《弥生～古墳時代》

弥生時代後期から古墳時代前期を中心に、竪穴建物や布掘建物、掘立柱建物といった建物群のほか、

土坑、旧流路、小穴等を確認した。これら遺構は、A区北部で検出された北西－南東方向に走る旧流

路周辺と、やや空閑地を挟んで、A区南部の標高約１９m前後を測る微高地上において密に確認するこ

とができ、集落内における空間配置を想定させる。

建物群の主体となる竪穴建物は、建て替えを含め、これまでに計１３棟確認している。A区中央部で

検出された竪穴建物５が、本年度調査区において最も大きく、その規模は長軸１１．２m、短軸９．１mを

測る。平面形態は不整楕円形を呈し、主柱穴は４本ないし６本で、中央には炭化物が若干混じる、や

や深めの土坑をもつ。このほかの竪穴建物は、平面形態が隅丸方形を呈するものが多く、長軸で約４

～８mを測る。いずれの竪穴建物も、検出面から床面までの深さが深く、竪穴建物１・２・９では

約８０cmを測るほか、５０cmを超えるものが大半を占める。そのため、当時の構築方法や床面の状況

遺跡位置図（S＝１／２５，０００）

― 22 ―



主要遺構図（S＝１／１，６００）
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を良好な形で検出することでき、建物構造や埋没過程を知る上で貴重な成果が得られたといえる。出

土遺物としては、甕や壺、高坏などが出土したほか、石製品としては碧玉質ないし緑色凝灰岩製の管

玉の未製品や破損品、チップ、軽石製砥石、敲き石などが出土している。特に、後者の管玉製作関連

の遺物は、数棟の竪穴建物に集中して出土する傾向がうかがわれた。こうした竪穴建物間にみられる

出土遺物や床面構造、屋内施設の差異などから、主として「住まい」としての機能をもつ竪穴建物の

ほか、「生産の場」としての機能をもつ竪穴建物の存在もうかがわれ、竪穴建物における機能差を想

定させる。

布掘建物は、A区中央部の１棟のみの確認ではあったが、長軸７～８m、短軸１m前後を測る２本

１対の溝を確認した。いずれも柱根は残存していなかったものの、柱穴が各々３基確認でき、いずれ

も幼児拳大程度の礫が埋め込まれている様相が確認された。 （西田昌弘）

《中世》

調査区南部を中心に、中世の遺構を確認した。北側に庇を持つ東西４間×南北３間と推定される総

柱の掘立柱建物１３や、石組みのある土坑を検出している。この土坑は東側へ少なくとも一度作り替え

られており、その際に、地盤が脆くなった西面と南面を石組みで補強したと考えられる。またこれら

の遺構を囲むように、東西・南北にほぼ直角に曲がる区画溝も検出した。区画溝からは、珠洲焼や五

輪塔の一部が出土した。他にも白磁・宋銭などが出土している。 （森 由佳）

A区 布掘建物完掘状況A区 竪穴建物１完掘状況

A区 掘立柱建物１３完掘状況管玉未製品・破損品
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A区 区画溝完掘状況A区 石組み土坑検出状況

B区

JR 北陸本線と市道に挟まれた部分をB区と呼称し、用排水の保全や作業ヤードの確保などのため、

さらに４小区（B１～４区）に区分して発掘調査を実施した。

B区では、弥生時代後期後半～古墳時代前期前半頃の集落跡を確認し、竪穴建物１３棟、掘立柱建物

８棟以上、大溝３条、土坑などの遺構を検出した。

竪穴建物は調査区全域で認められたが、西側へ向かうに従い分布密度が高くなり、調査区北西隅で

は７棟が重複して確認された。竪穴建物の平面形態には多角形や隅丸方・長方形を呈するものが存在

し、規模により長軸７mを超える大型竪穴建物と、５m以下の小型竪穴建物に区分できる。多角形

を呈するものは全て弥生時代後期後半～終末期頃の大型竪穴建物で、古墳時代前期初頭以降になると

平面形態が隅丸方・長方形のものに統一される傾向が窺える。竪穴建物のなかには残りの良いものも

多く存在し、竪穴建物５のように壁の深さが９０㎝を測り、一部に周堤の基部が残存するものや、竪穴

建物１のように床面や屋内土坑に多数の土器が残されているものも認められた。その他、特筆される

出土品としては、竪穴建物１から出土した太型蛤刃石斧、竪穴建物９から出土した鉄鎌、竪穴建物１３

から出土した勾玉があげられる。また、竪穴建物４の床面では多数の軽石が壺の中に納められた状態

で確認された。なお、緑色凝灰岩製の玉作関連遺物は竪穴建物６と１３から出土している。

掘立柱建物は柱配置が１×２間か１×３間で、床面積が１０～２０㎡を測るものが多く確認され、同時

期の県内で確認された掘立柱建物と比べて通例の規模である。これらの掘立柱建物が小型竪穴建物と

ともに大型竪穴建物の周囲に設置されていることから、B区の集落跡では大型竪穴建物の周囲に複数

の小型竪穴建物や掘立柱建物が伴う建物構成であった可能性が高い。

C区

JR 北陸本線から北側部分をC区と呼称し、用排水や農道の保全などのため、さらに５小区（C１

～５区）に区分して発掘調査を実施した。

C区では、調査区南側で弥生時代後期後半～終末期頃の集落跡、中央西寄りで近世の集落跡を確認

し、竪穴建物２棟、大溝１条、土坑などの遺構を検出した。

竪穴建物は大溝南側で２棟が近接して認められ、両者ともに平面形態は隅丸方形を呈し、規模は一

辺７m程度を測る。また、建物の床面南側には屋内土坑が確認され、時期が降るに従って南壁寄り

に設置される傾向が窺える。なお、竪穴建物１床面には多量の炭や焼土が確認された。（林 大智）
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B区 竪穴建物１ 完掘状況 B区 竪穴建物１ 屋内土坑内土器出土状況

B区 竪穴建物３ 完掘状況 B区 竪穴建物５ 作業風景

B区 竪穴建物集中箇所 完掘状況 B区 掘立柱建物１ 完掘状況

B区 西側 完掘状況 C区 竪穴建物１ 完掘状況
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ぶん ぎょう

分 校C遺 跡

所 在 地 加賀市分校町地内 調査期間 平成１９年８月２０日～同年１１月８日

調査面積 １，０１０㎡ 調査担当 夷藤 明 谷内明央 松原秀浩

調査原因は一般国道８号改築（加賀拡幅）で

あり、本遺跡は分校カン山古墳群のある丘陵の

北側裾部に立地し、現分校集落南端の国道８号

沿いに位置する。

室町時代の墳墓、井戸、土坑、溝を検出し、

土師皿、陶磁器、石製硯、石鉢、漆器椀、青銅

製花瓶、火葬骨が出土した。

墳墓は木棺墓と火葬墓がある。木棺墓は周溝

を持つ。平面が隅丸長方形を呈し、規模は３m

×１．５mで深さ９０㎝を測る。坑底南端部で青銅

製の花瓶が出土した。周溝は北・東側が断面逆

台形状のしっかりとした掘り方を持つが、西・

南側は断面皿状で浅い。墳墓の形式から在地有

力者の存在が窺える。火葬墓は径４０㎝・深さ２０

㎝を測るピット状の遺構で、埋土は炭化物や焼

土を多く含む。上面で火葬骨が出土した。

井戸は平面が楕円形を呈し、規模は４．８m×

３．４mで深さ２．５mを測る。検出面から１．５mほ

どで、井戸側が出土し、南側は抜き取られる。長

さ２．５m前後の半截された丸太や板材で井桁状

に組まれており、隅部は杭で固定されていた。

底面で石製硯、裏込め土から漆器椀が出土した。

土坑は焼土坑と地下式坑がある。溝は方形に

区画された溝や丘陵裾に沿う溝があり、内部か

らは陶磁器や石鉢などが出土した。（谷内明央）

遺跡位置図（S＝１／２５，０００）

周溝を持つ木棺墓（北から）

花瓶出土状況（南から） 井戸（東から）
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平成１９年度下半期の遺物整理作業

第１班

上半期に引き続き、白江梯川遺跡（小松市、平成１４年度調査）の木製品を主体とする出土品の整理

作業を行った。小さな斎串から大きな舟の部材、機織具や農具の部材、建築部材などと、色々な種類

の木製品を実測した。なかでも、加工の工具痕が表裏にびっしりと残っていた琴板の実測は、視力と

根気のいる難しい作業でした。

木製品の整理では、木材を針葉樹と広葉樹を見分たり、年輪や木目などの観察も実測するにあたり

大変重要である事を学びました。実測の最初は、とまどっていた二分の一の縮尺実測も回数を重ねる

ことで、次第に慣れてゆきました。ただ、木製品を浸しているコンテナについては、水の腐敗を防ぐ

ために水の交換を行う作業も必要であり、体力と気力を要する大変な交換作業が続くと思うと、気が

遠くなるような日々も有りましたが、新しい発見や経験を積むことも出来て、有意義な１年を終える

ことが出来ました。 （河村裕子）

トレース作業木器の実測作業

第２班

７月から整理作業へ入った加茂遺跡（津幡町、平成１５年度調査）の分類を１０月上旬に終え、実測・

トレースを３月末まで実施した。遺跡は範囲も広く、現場で取り上げられた出土品には、縄文時代か

ら中世までの遺物が確認された。

土器では弥生時代中期から後期の壺や甕が多く、口縁内面の羽状文や竹管による刺突文、胴部の何

段にもなった短沈線など特徴的な文様を手がかりとして接合を進めた。土器の表面は摩耗、剥落はし

てはいるが、壺の肩に波状文が巡る完形品も出土している。須恵器では、古墳時代の坏や蓋の製品が

多い。また、大型品の甕には、完形に近い状態までに復元できるものもあった。

石器では、石鏃や剥片が多く含まれていた。石包丁については４点を実測し、ほぼ完形品の石包丁

は、長さ２４㎝位のものであった。なお、木製品ではアンギンの織り機なども見受けられた。

（小林直子）
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木製品の実測作業土器の接合作業

第３班

上半期に記名・分類・接合の作業を実施した金沢城跡（金沢市、平成１６年度調査）の実測・トレー

ス作業を進め、野々江本江寺遺跡（珠洲市、平成１８年度調査）の実測・トレース作業を行った。その

後は、大槻ブンゾ遺跡他６遺跡（中能登町、平成１７・１８年度調査）の記名・分類・接合から、実測・

トレースまでの作業と遺構図トレースを実施した。

大槻ブンゾ遺跡他６遺跡は、２年度にまたがっている７遺跡の発掘調査に関する整理事業で、その

事業内容が、農林事業分と文化庁補助事業分に二分されていたことから、作業の写真撮影も含めて、

整理の内容が複雑な整理作業となった。出土遺物は、弥生時代から中世にわたる幅広い時代の資料が

含まれ、古代の墨書土器も多く出土していた。また、建物の柱根、中世の井戸枠などの大型木器の実

測もあり、大変にバラエティに富んだ整理作業を経験した事業であった。 （小林多恵子）

木製品の実測作業土器の分類・接合作業

第４班

下半期においは、乾遺跡（白山市、平成２・３年度調査）、白江梯川遺跡（小松市、平成１７・１８年

度調査）の整理作業を行った。

乾遺跡は縄文時代晩期と江戸時代前期の複合遺跡であるが、今年度の整理作業（実測・トレース）

では、下層の縄文時代晩期から弥生時代初頭の遺物整理を中心に行った。そのなかでも、弥生時代初

頭の柴山出村式や遠賀川式の土器資料は、注目すべきものであろう。また、当遺跡には配石遺構や集

石遺構が多くみられ、石器類も多数出土している。とくに打製石斧の数は多く、実測した遺物のなか
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でも群を抜いていた。

また、白江梯川遺跡は弥生時代中期から古墳時代

後期、平安時代中期から近世にかけての複合遺跡で

あるが、平成１７・１８年度調査分に関しては、弥生時

代終末期から古墳時代前期にかけての遺物が多く、

それらの記名・分類・接合、実測・トレース作業を

主に行った。土器には接合可能なものが多く、復元、

またはそれに近い状態にまで、接合できるものが多

くあった。ほかに、木製品の舟形、翡翠の勾玉、銅

鏃、銅銭等の実測・トレース作業もあり、作業内容

の濃い遺跡であったと思う。 （横山そのみ）

第５班

上半期から継続した金沢城跡の玉泉院丸跡、河北門跡（金沢市、平成１６～１８年度調査）の記名・分

類・接合および実測・トレース作業を主に実施した。途中には、白江梯川遺跡（小松市、平成１６年度

調査）の記名・分類・接合や実測・トレース、遺構図トレースを短期間実施したが、これは遺物量な

どが少ない作業であった。

金沢城跡の整理では、３３５箱のほとんどが近世の瓦類で、１箱でもかなりの重量となり、その上げ

下ろしも大変だった。瓦には燻瓦や赤瓦に加えて、石瓦、鉛瓦などがあり、特に燻瓦の中には、今ま

でにその形を見たことが無い曲瓦、棟瓦、伏間瓦などの瓦があり、金沢城の屋根の上で、どの様な位

置に葺かれていたものか判らないことが沢山あっ

た。

私自身、近世瓦を実測した経験があまり無く、実

測の時には遺物の表裏、上下、傾きなど、実測の基

本的な事項において戸惑うこともしばしばあった。

また、拓本の作業も多く、瓦当の凹凸面で用紙が破

れたり、細部の形状まで採拓出来なかったりして、

同僚とやり直しを幾度も経験しながら進めた。

金沢城跡の瓦は、大変な整理作業ではあったが、

作業の終盤には、目も身体もすっかり瓦に慣れてい

た。 （北野清美）

第６班

下半期は大川遺跡（小松市、平成１５年度調査）の実測・トレース作業を行った。土器は土師器の小

皿や近世陶磁器の茶碗、木器は井戸枠の縦板、結桶の側板を中心に実測作業を進めた。また次は、徳

丸ジョウジャダ遺跡（白山市、平成１８年度調査）の整理に入った。特徴的なのは、弥生時代後期の竪

穴遺構から玉造りに関する石製品が多数出土している事である。管玉の未成品実測にくわえて、細片・

砕片の数量を最後に数えた時には、当遺跡における玉造りの盛況ぶりを実感した。

碧玉質の石材、緑色凝灰岩や鉄石英で作られた管玉は、いずれも未成品ばかり。荒割に始まって、

研磨途中のものまで毎日極小の石との奮闘が続いた。中には小さすぎて、「白魚（？）」のような指先

土器の接合作業

瓦の記名・分類・接合作業
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ではどうにも巧くいかず、ピンセットまで使って

セッティングした。実際に長い時間、細かい剥離面

を睨みつつ実測作業をしていると、夕方近くには、

眼の奥がジーンとしてくる。こうして年度末まで、

全員必死になって「管玉予備軍」に挑み続けたので

あった。 （新谷由子）

第７班

下半期の整理作業は、上半期から続いた国分遺跡・国分B遺跡（七尾市、平成１６年度調査）の作

業を進めた。出土品には、土器・木器・石器・金属と様々な遺物がみられ、土器は製塩土器や土製カ

マド、大型の甕などが出土していた。また木器は、底板や槌、塔婆などがあり、塔婆には小さな穴が

２ヵ所見られ、下部分には少し焦げた跡が残っていた。石器は、打製石斧や敲石、鉄石英の原石と思

われる赤い石が出土されていた。

次に期間の短い三日市A遺跡の出土品整理作業を行い、最後に三木A遺跡（加賀市）の出土品整

理作業を行った。三木A遺跡は、１９８６年度と１９９４年度の発掘分があり、両年度とも縄文土器や弥生

土器、製塩土器が出土されており、製塩土器は平底の遺物が８６年度で目立った。９４年度では、耳環（銅）

や寛永通宝も出土しており、整理中に赤い土で作られ、タマキ貝による調整が施された中国地方の壺

が発見された。貝は普通、外側に貝の波があるのに対し、タマキ貝は内側に貝の波があると言うとて

も珍しい貝で、この出土品はみんなの注目を集める遺物となった。 （中尾望穂）

大甕の実測作業卒塔婆の実測作業

復元・洗浄班

下半期の土器復元は、国分遺跡に始まり加茂遺跡、大槻ブンゾ遺跡などの４遺跡の復元作業を実施

した。国分遺跡・国分B遺跡（七尾市、平成１６年度調査）では、古墳時代の川跡から出土した土師

器の浅鉢、甕、高杯の復元を行い、加茂遺跡（津幡町、平成１５年度調査）では、古墳時代から古代の

甕や壺、小型の鉢や取手付きなど、土師器の中型から小型の復元作業となった。このため今期の作業

出土木器の実測作業
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では、特に難度の高い土器も無く、器高が３０㎝未満の小型の土器が多く、無事に作業を進めることが

でき、ホット胸をなで下ろしている。

なお、洗浄の担当では、平成１９年度に発掘調査を実施した畝田・寺中遺跡や加茂遺跡などから出土

した土器類の作業を実施した。土器などの小型品の洗浄作業は、洗浄室の椅子に座って洗えるが、大

型の遺物や長い木器類は、室外で中腰の姿勢で洗うことが多く、腰に痛みを感じる機会がある。でも

洗浄は色々な整理作業の中でも、一番に出土遺物を見ることができるところでもある。

（前田すみ子）

室内での洗浄作業土器の復元作業
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古墳確立期土器の広域編年
・・・東日本を対象とした検討（その１）・・・

田嶋 明人

は じ め に

２００５年、富山大学人文学部主催の「シンポジウム 北陸の古墳編年の再検討」（富山大学２００７）に

参加の機会を得た。課せられたテーマは、漆町編年を介して、北陸での古墳編年と土器編年との対応

関係と課題について報告することであった。日頃より、北陸さらには東日本でのいわゆる定型化した

古墳の年代がやや古く位置づけられているのではないかとの思いがあった。そして、古墳編年（広瀬

１９９１）１期・２期の古墳と３期の古墳には、その数や、列島での分布域に大きな偏りがあり、その間

に質的な違いがあるのではとも考えていた。それは、３期の古墳の成立が、土器編年での漆町９群の

「画期」と連動しているのではないかとの想定による素朴な思いでもあった。さらに、定型化した古

墳の年代に関して、漆町編年での画期をまたぐ古墳編年２期から３期の築造との編年事例があまりに

多くみられることも、くだんの疑問を大きくした。このことから、漆町９群の「画期」を踏まえた古

墳編年について報告してみようと、勇んで依頼を受けた。が、その根幹をなすべきの東日本での土器

編年が整理できていなかったため、思いのみを述べるに留まり、不調に終わった（田嶋２００７a）。

東日本での土器研究にとって、１９９３年に日本考古学協会により新潟で開催された「シンポジウム２

東日本における古墳出現過程の再検討」は画期をなす企画であった（日本考古学協会１９９３）。そこで

は、東日本各地域での土器編年が示され、共通の時間軸による併行関係が模索された。事務局の努力

により東日本域での併行関係も提示された（甘粕・春日１９９４）。その後も新たな資料を踏まえ、東日

本地域での編年的研究は大いに進展し、より緻密な時間軸が用意されたことは確かと考えるが、はた

して併行関係の検討やそれぞれの地域での土器群推移、言い換えれば土器様式の理解と評価で、新潟

で開催された「シンポジウム」の段階から特段に進んだと言えるのであろうか。

そのようにいう筆者も、漆町編年と他地域との併行関係については、先学の成果を借用することは

あっても、各地域の土器編年に直接学び検討したことはほとんどなかった。改めて述べるまでもない

が、併行関係を確定し、それぞれの地域の土器様式がもつ共通点と相違点を明らかにすることが、該

期、ひいては古墳確立期の地域の動きを理解する基礎と考える。

本稿は、富山大学人文学部主催のシンポジウムでの宿題を果たすための基礎的な作業でもある。漆

町９群の「画期」のみを課題とするものではないが、以上の経緯を踏まえ、東日本域での各地の編年

成果に学び、筆者なりの併行関係の整理を目的とする。

今回、畿内との併行関係を検討した（その１）をようやく成稿できたことを思えば、長丁場となろ

う。しかし何とか行き着きたい。ご教示と、気の永いおつきあいをいただければ幸いである。

� 漆町編年の整理

１ 併行関係の検討にあたって

漆町編年では、土器群がもつ特徴とその推移の方向性を重視した。土器動態でくくれる小単位を
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「群」とし、共通するより大きな単位、「群」をいくつか包含するような単位を「段階」とした。土

器動態は「段階」をいくつか包含したより大きな単位で括ることも当然できる。そして「段階」と「段

階」の間を「画期」とした。「画期」も「段階」と同様により大きな「画期」を設定することもでき

る。一方、「群」については時間軸で細分できるし、当然、土器動態でもさらに細分できる。

土器編年での区分（様式区分）は、土器群変遷の理解・評価のための作業仮説的なものとも考えて

いるが、区分の仕方では違った土器群推移がみえてくるし、みえるはずの土器群推移がみえづらくなっ

たりもする。甚だしい場合は存在しない土器群の推移をつくりだす可能性さえあると考えている。区

分にこだわる由縁である。土器編年、中でも区分（土器様式）の捉え方は、歴史認識や描きたい歴史

像を反映しているのだろうから、統一を強いるものでもない。一方、本稿で対象とする古墳確立期は、

古墳という墓制をそれぞれの地域が採用していく時期に当たっている。その段階での土器群の推移

が、個々に特徴をもつとしても、現象面で大きな違いをみせていても、共通項をもたないはずはない

とも考えている。それは、畿内と連動した動きをみせる北陸南西部での土器群と一見大きな違いをみ

せる東日本域での土器群との対比でもいえよう。

併行関係の検討では、直接的には漆町編年での「群」で対比することとなるが、「段階」と「画期」

での他地域編年との比較が重要な視点と考えている。その点で、本稿では、漆町編年での「段階」に

みる様式的特徴の比較と、「画期」区分が成立するのか否か、成立しないとすればどの「画期」で、

どの地域で等々で成立しないのかの見極めに重点を置き検討を進めたいと考えている。

２ 漆町編年の整理

漆町編年から久しい。この間、資料も増加し、いろいろなご意見もいただいた。今回、他地域との

併行関係の検討を進めることとしたが、他地域編年と漆町編年とを対照する中で、当然のことではあ

るが、漆町編年の課題や未整理部分もみえてきた。このことの詳細に触れる余裕はないし、その検討

は他地域との併行関係検討後の方が良いとも考えている。ここでは本稿を進める上での最小限の整理

と必要な修正・補正を行っておきたい。

１）「群」の整理

漆町編年では１群から１５群まで設定した。その後、中でも漆町８群から漆町１１群については再検討

の作業をしていない。補正の必要性を認めているが、ここでは、白江式の評価と係わる漆町６群の下

限と漆町７群の上限の関連についての現状での整理と、今回、漆町１２群の画期を漆町１１群に変更した

ので、漆町１１群組成を新出資料によりながら検討し、あわせて布留式新段階（森岡・西村２００６）との

併行関係、中でも畿内での須恵器出現時期との併行関係に見通しを得るため、漆町１１群から漆町１２群

にかけての時間軸について、整理しておくこととしたい。

漆町６群と漆町７群

漆町６群と漆町７群は、組成で大きく異なる。きわめて乱暴であるが単純化すれば漆町６群は月影

甕をはじめとした在来形式からなり、漆町７群は布留祖形
（１）
甕、�様式系叩き甕等の畿内（近畿）系の

新出形式からなる。加賀では両組成の確実な供伴事例を確認していない。しかし継起する様式であり

接触ないし重複期間は予想されたが、明確な回答を用意できないままでいた（田嶋２００６）。そして、

このことは、布留０式の議論（寺澤１９８７、堀２００２・２００６）とも絡み、漆町編年の整理すべき課題の一

つ
（２）
となっている。順序は逆になるが、以下での畿内編年との併行関係の検討結果を援用しつつ、この
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課題について整理をしておく。

月影甕、月影系
（３）
甕と布留祖形甕あるいは連動した動きをみせる�様式系叩き

（４）
甕との接触期間を示す

事例には、①鯖江市・長泉寺土坑群での（福井埋文１９９４）月影系甕と布留祖形甕の供伴（図１－１３～

１７）。②天理市・柳本遺跡群四ノ坪地点土坑７上層での（青木２０００）月影甕と布留祖形甕の供伴（図

２）。③近江町・黒田 SX０１での（近江町１９９４）月影甕と布留祖形甕の供伴（図１－１８・１９）。④福井

市・今市 SD５での（福井市１９９６）定量の�様式系叩き甕と月影甕の供伴がある（図１－２０～２５）。
①は北陸南西部での布留祖形甕と月影系甕との通常みられる供伴状況を示す事例であるが、その推

移を一遺跡で、しかも土坑資料から窺える好例として提示した。推移は SK０４６・SK０５６・SK０６１（�

１

１３

２

１４

３

１５

４
２０

５
１６

２１６

１７
２４

７

８
１８

２２

９

１１１０ ２５

１２ １９ ２３

図１ 月影甕・月影系甕と布留祖形甕・�様式系叩き甕（S＝１／６）
１～１２：長泉寺SK０４６ １３～１７：長泉寺SK０５８
１８・１９：黒田SX０１ ２０～２５：今市SD５
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期）→SK０１８・SK０５８（�期）→SK０２０（�期）として整理されている（青木１９９４）。SK０４６・SK０５６・
SK０６１の段階は月影甕からなる段階で、確実な布留祖形甕は供伴していない。月影甕の型式を資料の

多い SK０４６でみれば、漆町７群に下る可能性があっても、漆町６群の古い段階にはのぼらないとでき

る（図１－１～１１）。次の SK０１８・SK０５８段階では SK０５８に布留祖形甕が供伴する。月影甕の内、図

１－１３は先の段階とした型式に類似するが、図１－１５は明らかに月影系甕とできる。また図１－１４で

も、該地は遅くとも漆町６群併行期には月影式土器圏から離脱していた可能性があり、月影甕の型式

分類については、別に用意する必要があろうが、月影系甕としたい型式である。長泉寺でも月影系甕

の段階で布留祖形甕が伴うとできる。

②・③は、月影甕と布留祖形甕等との併存を示す希少な事例である。月影甕の型式は、漆町６群新

相であっても新しい段階の型式で（図１－１８、図２）、②・③の型式は概ね一致する。②は、畿内と

の「１併行関係の検討」の項で検討しているとおり、この型式の月影甕が布留式古段階古相（森岡・

西村２００６）、八尾市・中田１丁目土坑２（米田１９８６）の段階と接点をもつ。③は②での供伴状況を傍

証する資料としてあげた。④では定量の�様式系叩き甕と月影甕との供伴がみられる。月影甕は②と
同一の型式とできる（図１－２１）。�様式系叩き甕は、長泉寺でも定量とはできないが、SK０４６、SK
０５８でみられる。

一方、漆町７群は、加賀市・永町ガマノマガリ２５土坑（石川埋文１９８７）→小松市・白江ネンブツド

ウ７号溝上層→金沢市・押野西E２区 L４土坑（金沢市教委１９８７）の推移で理解している（田嶋２００６）。

押野西E２区 L４土坑は布留甕を伴うことから布留式古段階新相、八尾市・萱振 SE３（大阪府教委

１９８３）の段階を遡らない。白江ネンブツドウ７号溝上層は、月影系甕を含み、屈折鉢等の供伴からも

布留式古段階古相が上限となる。その点で、漆町７群でもっとも古く位置づけている永町ガマノマガ

リ２５土坑が、布留式古段階古相と接触するくだんの月影甕

と時間軸で併行する可能性が高い。当該資料がさらに遡上

しないとできるまでの根拠はないが、白江ネンブツドウ７

号溝上層に先行しても後出することはないと推定している

金沢市・二口六丁小溝（金沢市教委１９８３）の段階でも、月

影系甕が供伴していることや、長泉寺でみた「月影」系甕

と布留祖形甕の供伴状況から、１段階古いとできる②・③

での月影甕型式と併行とするのが、現状での妥当な予測と

できよう。また、永町ガマノマガリ２５土坑および同遺跡で

は定量の�様式系叩き甕がみられ、�様式系叩き甕と布留
祖形甕が一体として波及してきたことを窺わせている。そ

のことから、今市 SD５で、くだんの月影甕型式と定量の

�様式系叩き甕が供伴しているのも、傍証となろう。
漆町編年で示したように、G３類、H２類等（形式分類

の出典を示さない表記は、漆町編年（田嶋１９８６）による、

以下同様）の布留祖形甕関連形式は、漆町５群からみられ

るが希である。漆町７群に布留祖形甕（I１類）が、突然と

もいえる状況で出現・盛行する。今後、先行する布留祖形

甕群が新たに発見されたとしても、漆町７群で定量的に波

及するとの趨勢は変わらないであろう。永町ガマノマガリ

S＝１／８

図２ 柳本遺跡群四ノ坪地点土坑７上層
（青木２０００ 一部）
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２５土坑を漆町７群の古い段階、押野西E

２区 L４土坑をその新しい段階、白江ネ

ンブツドウ７号溝上層を中間段階として

再確認しておく。そして、永町ガマノマ

ガリ２５土坑段階の布留祖形甕がくだんの

月影甕型式と供伴すると現状で整理して

おく。

漆町１１群・漆町１２群の検討

漆町１１群は、金屋サンバンワリ３２４土

坑→金屋サンバンワリ３００土坑の推移で

整理した。漆町１２群は、金屋サンバンワ

リ１３２土坑を標式としたが、良好な一括

資料に乏しく、時期幅のある金屋サンバ

ンワリ１号大溝等の資料を援用しつつ設

定した。

漆町１１群の特徴を以下での検討の趣旨

に即して要約すれば、小型精製三種はほ

ぼ崩壊。甕組成は布留甕で占められる

が、器肉が厚くなり、ハケ調整の規範を

弛緩したものとなる。高杯は布留系形式

で占められる。F類等の粗製小型壺につ

いては、事例が希少であったため漆町１１

群組成の中では大きく扱えないと判断し

た。そして、漆町１２群は、布留甕の規範

が一層弛緩するとともに、布留甕と交代

する「くの字」甕が定量出現し、高杯も

杯部外面に稜ないし突帯をもつ新出形式

が加わり、F類等の粗製小型壺が盛行す

るとした。

その後、北加賀地域であるが、金沢市・

沖町遺跡で新たな資料が検出された（金

沢市教委１９９２）。この資料を踏まえて該

期について整理しておく。

布留甕の型式分類 まずもって時間軸

の整理をする。該期の時間軸は、定量出

土する布留甕の型式変化によるのが有効

と考える。図３は、該期前後の布留甕の

主にハケ調整からみた型式変化を模式的

に示したものである。

１

２

４

３

５

６ ７

８

S＝１／６

９図３ 加賀での布留甕の型式変化
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型式�（図３－１）は、器肉が薄く作られ、布留甕独特のハケ調整の規範を保ったもので、漆町１０
群で主体をなす（漆町編年４類）。刷毛調整のパターンで、肩部ヨコハケが頸部まで及ばず、頸部に

先行するタテハケがみられる１類（図３－１）と肩部から頸部までヨコハケ調整を施し、頸部タテハ

ケを消す２類との、少なくとも２タイプがみられる。

型式�（図３－２・３・４）は、ハケ調整の規範は維持しているが、器肉が厚くなり、口縁部の肥
厚も大きくなったもので、漆町１１群の指標としている型式である（漆町編年５類）。ハケ調整で１類

と２類がみられ、型式�１の系譜にある型式�１は、ハケ原体が粗くなる特徴をもつ。型式�１は、
肩部ヨコ刷毛が比較的連続的に施された型式�１－a（図３－２）と、ヨコハケの単位が短くなり、
乱れがみられる型式�１－b（図３－３）に細分できる。型式�１－aは漆町１１群古相とした金屋サ
ンバンワリ３２４土坑資料で、型式�１－bは新相とした金屋サンバンワリ３００土坑資料で主体をなす型
式である。

型式�（図３－５）は、プロポーションは概ね型式�・�の形状を保っているが、ハケ調整の規範
をほとんど喪失したものである。肩部ヨコハケが斜行となったり、幅の狭いヨコハケが名残のように

肩部を廻る調整となる。漆町編年時には、少なくとも定量的には確認できていなかった型式である。

以下で検討する沖町遺跡で定量みられ、漆町１１群には出現していた型式とできる。ハケ調整の弛緩か

ら型式的には型式�に後出するとでき、出現時期の詳細は特定できていないが、漆町１１群の新しい段
階には出現していたと想定したい。また、図３－５に示した沖町資料より崩れた型式がみられること

から漆町１２群の前半期頃までは継続した型式と考えている。

型式�（図３－６・７）は、ハケ調整の規範を喪失すると共にプロポーションにおいても、口縁部
の矮小化、胴部の球形化等々変質した型式。漆町１２群の標式としているが、図３－７は漆町１２群でも

新しい型式とみている（漆町編年６類）。

型式�は、布留甕の最終型式と理解しているもので、型式�の様相を一層進めたもの（図３－８）
と、布留甕とできるかどうかも検討する必要のあるもの（図３－９）等の型式が見られる。時期は、

一部は漆町１２群に含まれようが、漆町１３群に中心のある型式と理解している。

漆町１１群組成の検討 沖町遺跡は、溝で略方形に区画された内部に掘立柱建物が伴う豪族居館かと

想定されている遺跡で、布留甕は型式�以前から確実な事例でも型式�までみられ時期幅がある。こ
の内、区画溝である SD０３は、多少の先行型式を含むが漆町１１群併行期の土器群とできる。特徴を整

理すれば次のようになる。図４～６には、SD０３資料の一部、d地区資料を示した。

①布留甕は型式�・�からなる。
②甕組成では、布留甕と「くの字」甕からなり、構成比は「くの字」甕が多い。

③高杯は布留系形式からなり、漆町１２群にみられる明確な新出形式を含まない。

④ F類等からなる粗製小型壺が定量的にみられる。

⑤小型器台は型式的に退化したもの１点がみられるが（図５－４１）、組成からは欠落している。

以上の内、①の布留甕型式�と⑤は、当該資料の上限が漆町１１群であることを示し、③は漆町１２群
にくだらないことを示すが、①の布留甕型式�、②、④は、主として南加賀の資料で設定した漆町１１
群と様相で異なる。

①では、先にも触れたように、型式�は漆町１１群の標式であるが、型式�は型式として確定できる
程度の事例を確認していなかった。沖町 SD０３では、型式�－a、型式�－bと定量の型式�からなり、
型式�、型式�とできる資料はみられない。しかも型式�と型式�には大型破片、完形品が目立ち、
両型式が併存していたことは確実とできる。型式�は、当該溝の布留甕の中では新出型式とできよう
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図４ 沖町SD０３ d地区出土土器（S＝１／５）
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図５ 沖町SD０３ d地区出土土器（S＝１／５）
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が、漆町１１群には出現していたとできる。漆町１１群を構成する布留甕型式に加えておく。

④は、漆町１１群では、時期を特定できる事例が１点しか確認できず、漆町１１群で出現するとしてい

たが、盛行は漆町１２群としていた。沖町遺跡と漆町遺跡での頻度の違いは、単なる遺構間での組成差

の可能性もあるが、遺跡差を反映している可能性が高いとみている。漆町１１群段階には、普遍性はと

もかくとして、定量的に出現していたと訂正しておく。

②の甕組成は漆町１１群と大きく異なる。漆町１１群は原則布留甕からなるとしていた。沖町遺跡の報

告書作成のための検討会が開催された折は、このことの評価ができず、当該資料の帰属を保留した経

緯がある。SD０３の資料群から「くの字」甕、布留甕・型式�を新しい要素として抽出し、漆町１１群
から漆町１２群にかけての資料とみることもできようが、その理解では、先行する SD０７でも定量の「く

の字」甕がみられることの説明ができない。また、多量の高杯が出土しているが、漆町１２群には定量

的に確認できる新出形式がみられないことの説明もできない。漆町１１群併行期の北加賀地域では甕組

成に定量の「くの字」甕が加わっていたとするのが妥当な理解と考える。

包含層資料であるが漆町１２群併行期に中心をもつと推定している金沢市・田中B遺跡では（金沢

市教委１９８４）、布留甕の頻度が極端に低く、ほぼ全てが「くの字」甕で占められている。南加賀の該

期の布留甕の頻度とはあきらかに異なる。漆町１２群併行期の北加賀、中でもその北部では布留甕の頻

度が極端に低下していたのは確かである。北加賀では、漆町１０群併行期の甕組成比を検証できるまで

の資料はない。その点で、沖町 SD０３での定量供伴については、漆町１１群併行期の動きと特定できず

保留部分を残すが、漆町１１群併行期の北加賀では、布留甕からなる土器圏に「くの字」甕が参入し、

４５ ５４
５２

５０４８

５５

４６
５３５１４９

６２

４７

６１

６９６０

５８

６７６５５６ ６３ ７０

７１５９ ６６ ６８６４５７

図６ 沖町SD０３ d地区出土土器（S＝１／５）
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該期に布留系土器圏の分解の兆しがみられ
（５）
たと、とらえることもできる。このことは、今回、画期区

分を漆町１２群成立時から漆町１１群成立時に変更したこととの妥当性とも係わることである。

沖町遺跡の SD０３資料から、漆町１１群には、F類等粗製小型壺が定量的にみられるとし、布留甕で

は型式�が出現していたとしたい。また、該期の加賀地域内での甕組成は布留甕で占められると理解
していたが、北加賀の少なくとも北部域では、甕組成で際だった違いがあったとしたい。

２）「段階」・「画期」の整理

漆町編年では、漆町２群から１５群の間を六つの「段階」に区分した。その後、表１で示したように

数次にわたり区分を変更してきた。変更の理由・根拠等はそれぞれの報告を参照いただくこととし、

ここでは、他地域では画期とされることが希な漆町９群の画期について、多分に漆町編年での理解（田

嶋１９８６）の繰り返しとなるが整理する。併せて本稿で画期を変更した漆町１１群の画期について、その

理解するところを示しておきたい。

漆町９群の画期

漆町編年では、漆町７群から漆町８群を、外

来系土器の主体が畿内・近畿系土器に比重を移

していく段階。漆町９群は、それまでみられた

畿内・近畿系以外の外来系土器が払拭されてい

く段階とし、漆町９群の成立を画期とした。畿

内での該期直近の画期の理解は、漆町８群併行

期＝布留式中段階古相（森岡・西村２００６）、な

いしはそれより古い漆町７群新相＝布留式古段

階新相（布留�式、萱振 SE３段階）の成立に
求めるのが大方の理解である。東日本域でも管

見の範囲であるが、漆町９群併行期に画期を求

める理解は希である。漆町９群の画期は、はた

して他の地域でも存在・適用できるのか。

漆町８群併行期には、細別型式はともかくと

しても布留式の組成・形式が揃うとできる。こ

のことをもって布留様式の確立とし、漆町８群

併行期頃を画期とするのが大方の理解である。

対して漆町編年では、漆町８群での小型三点

セット等の定型化・定量化を、「白江式」以来

の「多様な土器祭式が収束・斉一化された結

果」であり、「新しくはじまる形式の端緒とし

て、あるいは「布留式」が持ち続ける固有の顕著なメルクマール」とみるのは疑問とし、それは、「当

期以降、小型三点セットの組成が急速に崩れ、形骸化していくことで容易に理解」できるとした（田

嶋１９８６）。今日的にはより厳密な型式的整理を必要としようが、漆町８群併行期での小型三点セット

等の定型化した組成を、「はじまり」としてではなく、庄内期からの土器祭式の「帰結」と評価した

のである。これが漆町８群併行期の布留様式の理解である。

本稿編年
法仏式と
月影式
（２００７b）

白江式
再考
（２００６）

永町
ガマノマガリ
（１９８７）

漆町編年

（１９８６）

１群 １群 １群 １群 １群
�－１ �－１

�－２ �－２

�－３ �－３

２－１群 ２－１群
２群 ２群 ２群 法仏式

２－２群 ２－２群

３－１群 ３－１群 ３A群 （＋） （＋）

月影式３－２群 ３－２群 ３B群 ３群 ３群

４群 ４群 ４・５群（古） ４群 ４群

５群 ５群 ４・５群（新） ５群 ５群 白江式

６群 ６群 ６群 ６群 ６群

７群 ７群 ７群 ７群 ７群 古府クルビ式

８群 ８群 ８群 ８群 ８群

９群 ９群 ９群 ９群 ９群 高畠式

１０群 １０群 １０群 １０群 １０群

１１群 １１群 １１群 １１群 １１群

１２群 １２群 １２群 １２群 １２群

１３群 １３群 １３群 １３群 １３群

１４群 １４群 １４群 １４群 １４群

１５群 １５群 １５群 １５群 １５群

表１ 漆町編年の訂正・補正の経緯
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「はじまり」か、「帰結」かは、全てで相反する議論とは理解していないし、漆町８群併行期で布

留系形式が揃うことを過小に評価するものではない。このことは、漆町９群併行期に、布留様式の組

成、形式がどのように変化するのかを明らかにして検証すべきことであろう。中でも畿内の布留様式

が該期で大きく変化することはないのか、畿内との併行関係の項で検討することとしたい。

もう一つの視点は、漆町８群併行期までは、布留系土器の地域への波及が点的であるのに対し、漆

町９群併行期からの波及は面的で、東日本では東北南部に及ぶ動きとの予測にある。しかも、漆町９

群併行期からの波及は、地域形式を払拭するまでの波及で、漆町８群併行期の波及とは質的に異なっ

ていたのではないかとの想定にある。漆町１０群併行期には程度の違いがあっても地域形式が払拭され

るとの理解は周知のこととできる。その起点が漆町８群併行期、さらに遡れば漆町７群併行期ないし

それ以前にもみられることも否定しないが、実質的な展開を漆町９群併行期に見出したいと考えてい

る。

漆町１１群の画期

漆町１１群と漆町１２群の間に設けていた画期を、漆町１０群と漆町１１群の間に変更する。漆町１１群は、

古墳編年での５期のはじまりと併行しよう（広瀬１９９１）。この画期は、機能の転換を伴うBタイプの

土器食器の変革期、土器食器様式からは律令型土器様式の端緒となる画期に当たる。漆町２群以降に

設定した画期とは質的に異なる特徴をもった画期と評価している（田嶋１９９５）。

漆町編年時は、漆町１１群では新出形式が顕在せず、新出形式が明瞭な形で出現する漆町１２群の成立

に画期を求めた。そのことから、漆町１１群を、小型精製三種の欠落、布留甕等の布留型規範を弛緩し

た粗雑化等の変化から、「停滞した土器群」、「衰退する土器群」としか評価できなかった。今回、漆

町１１群に画期を求めたことで、これら変化を、漆町１０群からの流れではなく、漆町１２群以降に続く新

たな動きとして評価する方向で考えている。小型精製三種等の欠落等々を「組成の衰退」としてでは

なく、布留式組成からの「脱却」、「放棄」として捉え直したい。

しかし、該期の土器群には、この評価を積極的に裏付けるような新たな変化・動きがさほどみえな

いのも実情である。現状でも漆町１２群での変化の方が大きいようにさえみえる。先の沖町遺跡の検討

では、F類等の粗製小型壺の定量的出現を該期のこととした。変化の一つに加えたい。また、布留甕

領域に「くの字」甕が参入する動きを、該期でのことと想定してみた。きわめて大きな変化としたい

が保留部分を残しており確証を得るには至っていない。他地域の土器群との併行関係とその動きを検

討する中で、模索していきたい。

どの画期についてもいえるが、画期を一つに限定し、そのことにこだわるつもりはない。それは、

該期での画期でみれば、漆町１１群併行期、漆町１２群併行期、漆町１３群期併行期に、それぞれ特徴的な

変化がみられ、それぞれが中期土器様式に向けての階梯とできるからである。ただ、ここでの画期の

設定は、漆町１１群以降のみでなく、先行する漆町１０群以前の土器群の評価とも係わり、同時に、畿内・

布留式、尾張・松河戸様式（赤塚１９９４）、関東・和泉式等々と直接的に係わってくる大きな課題であ

る。議論が必要である。

� 畿内との併行関係

１ 併行関係の検討（表２）

本稿で対象とする時期幅を網羅し、近畿地方はもとより西日本各地の編年との対応関係も検討して
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いる森岡秀人・西村 歩の総括（森岡・西村２００６）と、その成果を踏まえた中河内での西村編年（西

村２００８）を軸に、併行関係の検討をすすめる。もとより、両氏の編年を十分に理解しているわけでは

ないし、畿内においても異論もあろう。が、両氏の編年は、情報が多く、漆町編年との対応関係をと

りやすい。

畿内と北陸との併行関係に関しては、北陸では、谷内尾晋司（谷内尾１９８３）、田嶋（田嶋１９８６b）、

吉岡康暢（吉岡１９９１）、栃木英道（栃木１９９４）、堀大介（堀２００２）、大野英子（大野２００３）等の検討が

ある。北陸外では寺澤 薫（寺澤１９８７）、赤塚次郎（赤塚１９９０）、加納俊介（加納１９９１）、関川尚功（１９９４）、

植田文男（植田１９９４）、米田敏幸（１９９７）、北島大輔（北島２０００）、堀の編年（堀２００６）を介しての森

岡・西村の検討（２００６）等がある。さらに市村慎太郎は、近畿出土の北陸系土器を集成し、あわせて

併行関係を検討している（市村２００３・２００４a）。

以上のように、すでに多くの蓄積があるといえるが、先での、２００３年に（財）大阪府文化財センター

が主催したシンポジウムでの新たな成果、『古式土師器の年代学』等を踏まえ、ここに筆者の理解を

提示しておきたい。

１）庄内式と漆町４群から漆町６群

漆町４群 従来より、大和・布留豊井（打破り）地区井戸の月影壺（図７－１）が知られていた。

供伴する畿内型式は纏向１式とされるが（小田木１９９２）、やや新しいとの理解もあるようである。い

ずれにせよ漆町４群とできる資料であろう。その後、八尾市・久宝寺０５２７２土坑で（大阪府埋文２００７）

装飾器台（図７－２）、同・井戸５３１で（大阪府埋文２００４）月影壺（図７－３）、等の良好な資料が確

認された。装飾器台は搬入品かとされており全く違和感は無い。漆町４群とされる金沢市・千田土器

溜まり２５に、口縁部、透し孔の形状で酷似した型式がみられる（金沢市埋文２００２）。久宝寺０５２７２土坑

は庄内式古段階中頃とされる（西村２００８）。月影壺（図７－３）は胴部の形状で類例の少ない型式と

できるが、金沢市・額谷（石川埋文１９９８）、鯖江市・光源寺（福井県埋文１９９４）に類似した事例がみ

られ、北陸系として問題はない。漆町４群とできよう。当該井戸は庄内古段階新相とされる（西村

２００８）。付け加えておくが、厳密な判断はできないが、以上の事例、中でも装飾器台は漆町４群の型

式としても古い型式とはできない、とみている。他に、畿内以外の事例ではあるが吉備・津寺溝１６で

（岡山県教委１９９６）、漆町４群の月影甕と米田・庄内期�式の庄内甕Aが供伴するとされる（米田

本書（統括）
の区分案

時代区分 弥生時代 古墳時代
後期後半 末 初頭 前期

様式区分 畿内第五様式
庄内式（併行）

布留式古段階 中段階 新段階古相 新相

各論の
併行関係

大和 様相� 様相� 様相� 様相� 様相�
前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半

河内 １３期 １４期 １５期 １６期 １７期 １８期 １９期 ２０期 ２１期 ２２期 ２３期 ２４期 ２５期

山城 山城�期 山城�期 山城�期 山城�期 山城�期 山城�期 山城	期

和泉 下田�－２式 下田�－３式 下田�－４式 下田�－１式 下田�－２式 下田�－３式 下田�式古相 新相

紀伊 庄内式併行期 布留式期
第１段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階

摂津 西摂１様式 西摂２様式 西摂３様式 西摂４様式 西摂５様式 西摂６様式 西摂７様式

既存の
細分案

関川１９７６ 纏向１式 纏向２式 纏向３式 纏向４式前半 後半 前半 後半 前半 後半
寺沢１９８０
１９８６・２００２ 様式４ 様式５ 庄内０式 庄内１式 庄内２式 庄内３式 布留０式

古相 新相

米田１９９１ 庄内式期� 庄内式期� 庄内式期� 庄内式期�

既存の標識資料 田熊
６Y２溝

上六万寺式
唐古４５号竪穴上層

北鳥池
下層式

中田刑部
土坑

中田
SX０１

美園
DSD３１７

東郷５次
SD９

纏向辻土
壙４下層

表２ 近畿地方土器編年の併行関係と細分案（森岡・西村２００６）
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１９９７）。溝資料であるが、注目したい資料である。

以上の供伴事例から、漆町４群が庄内式古段階と

併行関係にあることは動かない。このことは赤塚

（赤塚１９９０）、米田（米田１９９７）等も指摘してい

る。

漆町５群 八尾市・成法寺 SE２の月影甕（図

７－４）がある（大阪府教委１９８６）。口縁部での

擬凹線文はみられないが、加賀でも良くみる型式

とできる。当該井戸は、米田の庄内式期�（米田
１９９１）にあたり、西村は古段階新相から中段階の

古い時期としている（西村２００８）。また、天理市・

柳本遺跡群四ノ坪地点土坑１の高杯は、変容して

いるが北陸系としたい資料である（青木２０００）。

北陸系との理解で良いなら漆町５群とできよう。

青木は庄内様相�後半（青木２００６）としており、
森岡・西村は、該期を庄内古段階新相併行とす

る。他に、久御山町・佐山 SH４１５、SH２２７で複数

の月影甕が出土している（京都府２００３）。SH４１５

の月影甕（図７－５～８）は、叩き調整を伴うこ

とから変容型式とできるが、口縁部の造作は月影

甕の型式的特徴をよく留めており漆町５群とでき

る。この竪穴の供伴資料は佐山�－２期で、庄内
１～２式（寺澤１９８６）併行としている（高野２００３）。

漆町５群については、成法寺 SE２、佐山 SH

４１５等、森岡・西村の庄内式中段階（古相）を時

本書（総括）
の区分案

時代区分 古墳時代
初頭 前期 中期

様式区分 庄内式（併行） 布留式
古段階 中段階 新段階

各論の
併行関係

大和 様相� 様相� 様相�
後半 前半 後半 前半 後半

河内 ２４期 ２５期 ２６期 ２７期 ２８期 ２９期 ３０期 ３１期 ３２期 ３３期 ３４期

山城 山城�期 山城�期

和泉 下田�－３式 布留１式 布留２式 布留３式 布留４式
下田�式 古段階 新段階 古段階 新段階

紀伊 庄内式併行期
第４段階 布留式古段階

摂津 西摂６様式 西摂７様式

既存の
細分案

安達・木下
１９７４

坂田寺跡下層
平城宮朝集殿下層溝

上ノ井手 SD０３１
藤原宮内裏東外郭
SD９１２・SD９１４

上ノ井手
SE０３０下層

上ノ井手
SE０３０下層

阪田１９８４ 第１期 第２期 第３期 第４期

寺沢
１９８６・２００２

布留０式 布留１式 布留２式 布留３式 布留４式
古相 新相 古相 新相

米田 １９９１ 庄内式期� 庄内式期�＝布留式期� 布留式期� 布留式期� 布留式期� 布留式期�

既存の標識資料 纏向辻土壙４
下層

中田１－
３９土坑２

萱振
SE０３

朝集殿
下層溝 小若江北式 船橋OI 大庭寺TG２３２

森岡・西村（２００６）と西村（２００８）との対応は表３（５１ページ）に示した。

１

３

２

５

４

６

７

（S＝１／６）

８

図７ 畿内での月影形式
１：布留豊井（打破り）地区井戸
２：久宝寺０５２７２土坑 ３：久宝寺井戸５３１
４：成法寺SE２ ５～８：佐山SH４１５
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期幅に含んでおり、漆町４群より後出の土器群と供伴する傾向が確実にみられるとできる。しかし、

柳本遺跡群四ノ坪地点土坑１の高杯については、北陸系とできれば、漆町５群でも古い型式とはでき

ないが、庄内古段階新相併行とされている。北陸系か否かも含め検討の余地を残す。わずかな事例で

あるが、以上の供伴事例に即せば、漆町５群の下限は庄内式中段階の中頃あたりとなる。

その場合、以下で触れるとおり漆町６群が、森岡・西村編年に即せば庄内式中段階の後半から、新

段階のすべてをカバーすることとなり、わずかであっても間延びした印象を拭えない。このことと関

連しようが、北島は、纏向２式の新しい段階、寺澤・庄内３式にあたる纏向東田南溝（南部）中層（筆

者註 新しい一群）と纏向３式古段階の同・東田南溝（南部）上層での S字甕は、共にB類中段階

と供伴しており時期差はみられないとしている（北島２０００）。そして、青木は前者を様相�の前半、
後者を様相�後半としているように思われる（青木２００６）。確かに、森岡・西村は、寺澤・庄内３式
と纏向３式の古段階を同時期とし庄内式中段階の後半に併行させていることや、庄内式中段階と新段

階については、古段階のように古相、新相を設けていない。その後の西村の中河内の編年（西村２００８）

でも同様の扱いをしている。その点で間延び感はある程度解消できるともいえるが、纏向２式を中段

階の前半以前に置き、新段階では辻土 ４下層までの間に（＋）段階を設けている。また、森岡・西

村は、高橋編年「１０a期は庄内式後半期全般にわたって間延びするのではなかろうか」としている。

この指摘も気に懸かる。高橋編年１０a期の畿内での併行関係に言及できないし、東田南溝（南部）の

資料についても溝資料であり、厳密な時間軸の検討はできないと思われるが、漆町編年と畿内編年と

の併行関係の検討の中での印象としてあえてとり上げた。検討課題としたい。

なお、纏向東田南溝（南部）中層（新しい段階）に供伴する S字甕 B類中段階は、漆町６群と併

行関係をもつと理解している。漆町５群が庄内式中段階の後半、青木様相�後半には下らないとの傍
証にはなろう。S字甕等を介した尾張との併行関係については、次回、稿を改め触れる。

漆町５群については、一部庄内式古段階に遡上する可能性をもち、庄内式中段階の前半とは確実に

併行関係をもつとしたい。

漆町６群 古相については良好な供伴事例を提示できないが、白江ネンブツドウ７号溝下層にみら

れる高杯E、小型鉢G１について、纏向３式に特徴的な器種との指摘がある（関川１９９４）。

新相の資料には、天理市・柳本遺跡群四ノ坪地点土坑７上層の月影甕がある。公表されている２点

に加え（青木２０００）、他に数点の月影甕がみら
（６）
れる。月影甕は漆町６群でも最新の型式で、このこと

は先に触れた。供伴資料は、様相�前半（青木２００６）で、森岡・西村は布留式古段階前半に併行とす
る。漆町では、溝資料であり供伴に保留部分を残すが、四ノ坪地点土坑７上層と同型式の月影甕がみ

られる白江ネンブツドウ２６号溝で、ミガキ調整を施した小型丸底壺G２が出土している（図８）。こ

の形式は布留式古段階前半から出現するとされており（森岡・西村

２００６）、該期を遡らないとすれば、漆町６群の最新段階が布留式古段

階前半と接触していることとなる。先での四ノ坪地点土坑７上層で

のあり方と整合する。漆町６群は、下限で布留式古段階前半と接触

し、多くを庄内式新段階と併行するとできよう。上限については、

北陸系形式からは明らかにできないが、先に触れたとおり S字甕を介するならば、庄内式中段階後

半までは遡上する可能性をもつとできよう。

追加事項 森岡・西村は、堀編年（堀２００６）を介して加賀・越前での小型器台の出現時期を、「小

型器台１６５の出現は、編者らの庄内式期設定のメルクマールであるが、北陸ではかなり遅れることが

分かる（筆者註 長泉寺・白江�式＝庄内式中段階後半）。形態的には大和様相�後半との影響関係

（S＝１／６）

図８ 白江ネンブツドウ２６号溝
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がうかがえようが・・中略・・廻間�式のインパクトの中で理解すべきであろう」とした（森岡・２００６
西村）。しかし、漆町５群、庄内式中段階前半には確実にみられ、金沢市・南新保D P１１－１（金沢

市教委１９８６）、同・畝田 SK３３１（石川埋文１９９１）事例等にみるように、漆町４群、庄内式古段階には

すでに出現していた可能性が高い。少なくとも畿内での出現に大きく遅れることはない。

また、庄内式古段階のはじまりを長泉寺・月影�式と併行するとした。堀編年での長泉寺・月影�
式は、漆町２－２群の型式さえ含んでおり、本稿での結果とも大きく異なる。この理解は、従来の庄

内式と月影式の併行関係の理解を踏襲したようにも思われ
（７）
る。本稿は、森岡・西村の編年を軸に進め

ているので、ここに付言しておく。

２）布留式古段階と漆町７群

漆町７群以降は北陸系の形式が衰退することから、布留系形式、山陰（吉備）系形式等の共有形式

で併行関係の検討を進める。加えて、各段階にみる様式的特徴とその推移も加味する。

漆町７群は、いわゆる布留祖形甕が一定度の型式的範型をもち定量的にみられるようになる段階か

ら、布留甕が出現するまでをあて、布留祖形甕からなる段階と布留甕が加わる段階とに細分できる可

能性を指摘した（田嶋１９８６）。森岡・西村も確実に布留甕が出現する河内・萱振 SE３段階までを布留

式古段階とする。

漆町７群の布留祖形甕を纏向・辻土坑４下層の型式と中田一丁目土坑２の型式とで比較するなら、

後者に似る。米田も中田一丁目土坑２の布留祖形甕との類似を指摘している（米田１９９７）。また、西

村は、鉢A･Bの型式変化に着目し編年表を作成しているが（西村２００８）、該期での時間軸はもとより、

北陸南西部との併行関係を考える上でも、山陰（吉備）系甕・鉢、中でも鉢Bでの比較は有効と考

える。比較例として、図９に八尾市・小阪合 SD１の鉢（八尾市文化財１９８８）、同・久宝寺南K３号墓

周溝内下層（大阪府１９９９）の甕をあげた（図９－１・２）。北陸南西部では大型鉢は希で、いきおい

甕との比較となるが、口縁部の変化は共通しているとみなせ、その型式から漆町編年での甕形土器B

１aの２類と対比できる。漆町７群併行の型式として齟齬はないとみている。西村は、両者ともに布

留式古段階併行とし（西村２００８）、杉本は後者を河内２６期（杉本２００６）とする。

漆町７群の細分は未了であるが、古い様相は主たる時期幅を中田１丁目土坑２頃、西村の布留式古

段階古相と併行。布留甕が出現する漆町７群の新しい様相は、萱振 SE３段階、西村の布留式古段階

新相に併行すると理解している。このことは、漆町６群の理解とも係わる。以下で「項」を改め再度、

触れる。

３）布留式中段階と漆町８群～漆町１０群

西村編年の布留式中段階古相が漆町８群、中相が漆町９群、新相が漆町１０群に併行すると理解して

いる。該期は、布留甕が畿内と連動した型式変化を示すことから、併行関係で大きな齟齬をきたすこ

とはない。ここでは、漆町９群と布留式中段階中相との併行関係を検討しておく。

河内の布留甕は、中段階中相には口縁部は拡張されて内傾する典型的なものに落ち着いてくる（西

村２００８）、とする。漆町９群での布留甕３類が主体となり型式的に安定する動きと共通する。くだん

の山陰（吉備）系鉢・甕は、漆町８群までは先行型式を踏襲した型式変化を辿るが、漆町９群には通

常の複合口縁の型式から、第二口縁部下端で屈曲する甕形土器B１aの３類に大きく型式変化する。

比較例として図９に八尾市・船橋４４０方形周溝墓（大阪府文化財２００５）、同・久宝寺北 SD４０２９（大阪

文化財１９８７）、同・中田 SK２０１（八尾文化財１９９５）を示した。前２者は型式的にやや先行する可能性
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をもつが、特に久宝寺北 SD４０２９は（図９－４）、口

縁部の形状で甕形土器B１aの３類の特徴をみてとれ

る。また、中田 SK２０１は（図９－５）、西村が編年表

に用いている資料であり、加賀では類似の事例は知ら

ないが、第二口縁部下端の該期での変化の一類型とみ

ておきたい。西村は、上記事例の内、船橋４４０方形周

溝墓は一部古相とまたがり、久宝寺北 SD４０２９は一部

新相とまたがるとしているが、中心は中相においてい

る（西村２００８）。

また、河内での庄内甕をはじめとした庄内系形式の

減少などの組成の変化も、従前の多地域の形式を組成

から払拭する漆町９群期での動きと共通するとできよ

う。この特徴については、以下でも触れる。

漆町９群の下限については、小型精製器種での鉢

で、小型化のすすんだ型式がみられる等から、布留式

中段階新相に下降する可能性をもつ。漆町９群は山陰

系中型甕、くの字甕、いわゆる東日本型の高杯等々が

残存する段階とし、それらが欠落する漆町１０群と区別

した。畿内での中相と新相の指標とは異なっている可

能性があるが、漆町９群の下限の位置づけは、布留系

形式に斉一化される時期、斉一化の遅速に係わる。小

型精製器種等の比較作業を今後とも進めることとし、

ここでは漆町９群の主たる併行時期幅は布留式中段階

中相にあるとしておく。

４）布留式新段階と漆町１１群、漆町１２群

畿内、中でも河内、和泉との対応関係を検討する。

漆町１１群、漆町１２群は、森岡・西村の布留式新段階と

中期の一部（森岡・西村２００６）、西村・池峰の和泉・

布留２式新段階から布留４式古段階（西村・池峰

２００６）、米田の布留式期�から�の一部（米田１９９１）、
『古式土師器の年代学』から離れるが辻美紀の１段階

と２段階（辻１９９９・２００２）と併行すると整理している。

森岡・西村の該期での併行関係は良く整合性を図って

いると理解しているが、堺市・大庭寺 TG２３２号窯式

の編年上の位置に関しては、畿内の研究者間で一致をみていない。ちなみに、森岡・西村は新段階の

次に設けた「中期」の当初に置き、西村・池峰も同様に河内・布留４式古段階としているが、杉本は、

須恵器生産の開始が河内３２期に遡る可能性を示唆し、大庭寺 TG２３２号窯式を河内３４期としているよ

うである（杉本２００３）。辻は２段階（新）、米田も布留式期�としているようで、西村・池峰よりは少
なくとも一段階遡らせる。そして、後で触れるが藤田憲司はさらに古く理解しているようにも思われ

１

２

３

４

５
（S＝１／６）

図９ 山陰（吉備）系甕・鉢
１：小阪合SD０１
２：久宝寺南K３号墓周溝内下層
３：船橋４４０方形周溝墓
４：久宝寺北SD４０２９
５：中田SK２０１

― 48 ―



る。

布留式新段階の古相は（この表記はないが古い段階の仮称と

する。新相も同様。）、布留甕の器肉が厚くなり調整が粗くなる

ことや、小型器台、小型丸底壺、有段鉢の欠落等々から、漆町

１１群と併行することは動かないであろう。ただ、新段階の当初

とする河内３１期では小型器種が残るようであり、加賀との地域

差であるのか、漆町１１群が若干後出するのか、検討の余地をの

こす。また、西村・池峰は、新出形式である和泉編年での高杯

Eを布留�式新段階に出現するとしているが（西村・池峰
２００６）、加賀では、現状で漆町１２群を遡らない。

併行関係での課題は、新段階新相以降と漆町１２群との併行関

係、および最古級とされる大庭寺 TG２３２号窯式の位置づけに

ある。筆者の理解を分かりやすく示すため、河内・和泉での布

留甕による時間軸を図１０で示した。①は加賀での型式�、②は
型式�。③は型式�に含められるが、②よりは後出の型式とし
て分離した。分類は先での加賀での基準によった。この分類で

の標式資料を例示するならば、①は八尾市・八尾南 SE２２（八

尾南調査会１９８１）、大庭寺 TG２３２号窯灰原下層（５９層直上面）

（大阪府１９９６）、大阪市・長原 SK７０１（大阪市２００３）。②は八尾

南 SE２６・SE２１、長原 SX７０１（大阪市２００１）。③は、大庭寺谷

部１（３９３－OL）第�層下層（大阪府１９９６）が該当する。
大庭寺谷部１（３９３－OL）での供伴須恵器は、「最古型式」

と TK７３型式からなり、「最古型式」は大庭寺 TG２３２号窯式と

やや形態変化の進んだものからなるとする（大阪府埋文１９９６）。

同・第�層下層出土の布留甕（図１１－１）は、③として例示し
たもので、漆町１２群でも新相を遡るものではない。当該資料の

時間軸について、西村・池峰が同期とする布留４式古段階の堺

市・四ツ池 SD２・SD４（堺市教委１９９１）等をみると、②も含

むようであるが、②よりも後出の段階に中心をもつとみて齟齬

はないように思われる。本例をもって大庭寺 TG２３２号窯段階とするのは難しいと考えている。

杉本が河内３４期とする長原 SX７０１は、大庭寺 TG２３２号窯式の須恵器を伴う。筆者は大庭寺 TG２３２

号窯式の下限を示す資料ととらえる。若干の幅をもつとされるが、布留甕には②がみられ（図１１－２）、

大庭寺谷部１（３９３－OL）第�層下層よりは確実に古いとできる。そしてこの資料の併行関係につい
て松本百合子は、田中清美の�期前半（田中１９９６）より古く、八尾南 SE２６併行とする（松本２００１）。
辻美紀は、長原 SX７０１、田中清美の�期前半を辻編年２段階（新）とし、八尾南の事例では SE２１を
標式とし、大庭寺 TG２３２号窯式段階とする（辻１９９９・２００２）。八尾南 SE２６と八尾南 SE２１では SE２６が

やや古い様相をもつとみているが、型式ではともに②に含まれる。八尾南の井戸資料では、八尾南 SE

２２→八尾南 SE２６間の違いが大きいと理解している。ちなみに辻は八尾南 SE２２を２段階（古）に置い

ている。時間軸で微妙な違いがあるとできるが、該期を大庭寺 TG２３２号窯式段階とする論者は多い。

漆町編年との併行関係では、布留甕の型式から漆町１２群併行とできる。

①

②

③
（S＝１／６）

図１０ 布留甕の型式変化
１：八尾南SE２２
２：八尾南SE２６
３：大庭寺谷部１（３９３－OL）
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大庭寺 TG２３２号窯灰原には、当

該窯の築窯・稼動期と土師器型式と

の併行関係を直接的に示す資料がみ

られる。灰原下層の第５９層直上から

布留甕２点（図１１－４・５）、灰原

から複合口縁壺が（図１１－６）出土

している。そして、藤田は、布留甕

２点は並べられたような状態で検

出、投棄か意図的に置かれたか解釈

の余地が残るが、大庭寺 TG２３２号

窯灰原形成直前のことであったこと

は疑いない、とする（藤田１９９５）。

直前がどの程度の直前なのかの評価

は分かれるが、当該型式の幅の中で

大庭寺 TG２３２号窯が築窯されたと

するのが藤田の文意に即した理解の

ようにも思われる。森岡・西村は当

該資料を大庭寺 TG２３２号窯の直前

型式とする。西村・池峰、杉本、辻、

松本も該期までは遡らせていない。

布留甕（図１１－４）は、ハケ調整

の規範を崩したもので、①とでき

る。①は漆町１１群にはみられる型式

である。ただ、沖町遺跡での型式�
よりは、わずかであっても崩れた印

象をもつ。もう一点の布留甕（図１１

－５）は、ハケ調整では①とできよ

うが、プロポーションでは、加賀地

域では一般的な型式とはできず、詳

細な比較はできない。対して、当該

資料と併行関係にあるとした八尾南

SE２２の布留甕（図１０－１）は、沖町遺跡の型式�とも比較できる型式的特徴をもち、①であるが後
出とできる。些細な比較は差し控えるべきとも考えるが、漆町１１群併行の可能性を含めた上で、漆町

１２群古相には確実にのぼる型式とみたい。また、灰原から出土した有段口縁壺は、藤田も指摘してい

るように層位関係とは逆に古い様相をもつ（藤田１９９５）ように思われる。当該壺は、山陰系とは特定

できないが、漆町１２群古相ないしはより古いとみても齟齬はないように思われる。

大庭寺 TG２３２号窯の築窯時については、以上のように意見が分かれる。藤田は、列島での須恵器

生産の開始について、大庭寺 TG２３２号窯は最古型式ではないとし、小若江北式以前にさかのぼる可

能性が高いとしている（藤田１９９５）。このことの議論はできないが、大庭寺 TG２３２号窯より古い型式

の須恵器の存在は確実視されている。森岡・西村は、併行関係の検討の中で河内３４期を須恵器の出現

２

１

３

４

５

（S＝１／６）
６

図１１ 大庭寺等の布留甕
１：大庭寺谷部１（３９３－OL）
２・３：長原SX７０１
４・５：大庭寺 TG２３２号窯灰原下層
６：大庭寺 TG２３２号窯灰原
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の直前としているが（森岡・西村２００６）、先にも触れたように杉本は河内３２期に遡上する可能性さえ

指摘している。畿内の大方の理解に即しても、遅くとも漆町１２群の古相段階には須恵器生産が開始さ

れていたとの理解は可能であろう。

以上、大庭寺 TG２３２号窯関連の土師器をみてきたが、大庭寺 TG２３２号窯灰原下層→長原 SX７０１→

大庭寺谷部１（３９３－OL）第�層下層の推移は大方が認めるところであろう。そして、これら土器群
は漆町１２群と併行し、その下限は大庭寺谷部１（３９３－OL）第�層下層の布留甕③の段階に求めてお
きたい。

漆町１３群との併行関係では、辻は、辻編年３段階の特徴として、椀形高杯が加わり除々に割合を増

す。壺では粗製の小型壺や大型の壺の大半が姿を消す。杯・椀類は種類を増し、とくに口縁部が外反

する杯や椀形高杯の脚部を欠いたような椀が広くみられる、等々をあげている（辻１９９９）。これらの

指摘は、椀形高杯に関しては加賀の形式との対応関係で検討の余地を残しているが、漆町１３群の古い

段階からはじまる特徴と、良く一致する。辻編年３段階と漆町１３群古段階とが併行関係にあることは

動かないし、先での漆町１２群との併行関係とも齟齬はな

い。ただ、辻は該期での須恵器との併行関係を TK７３型式

から TK２１６型式としており、漆町編年では、漆町１３群の

古い段階を TK２１６型式頃
（８）
とみている。整合しな

（９）
い。

２ 併行関係と課題

漆町編年と畿内、森岡・西村編年との対応関係を、上記

での検討を踏まえ表３のように整理した。線引きは、文字

通り区分が一線で画され悩ましいが、微妙な線引きはか

えって理解を曖昧にするとの判断から主たる併行時期で線

引きした。本文を参照いただきたい。そして微妙な違いが

大きな意味をもつ場合もあろう。これらに関しては、今後

とも検討を進めたい。また、上記では、東海をはじめとし

た、他地域形式を介した検討はほとんどしていない。この

後、東海をはじめ東日本の編年と漆町編年との併行関係の

検討を進めるが、そこでの結果とリンクさせることで、畿

内との併行関係を再検証していくこととしたい。

１）庄内式と白江式

先では、庄内式古段階が漆町４群とほぼ併行するとし

た。このことは、庄内式古段階が、漆町３－２群の一部を

含むとしても、その上限が漆町４群を大きく遡らないこと

を示すとしたい。下限については、漆町６群の下限が布留

式古段階前半と接触するとした。漆町４群から漆町６群

は、筆者が設定する「白江式」にあたる。この結果は、森

岡・西村の「庄内式」と「白江式」が、概ね時間軸を共有

した土器様式であることを示す。「庄内式」と「白江式」

の対比が可能となった。なお、庄内式には、庄内甕出現以

畿内編年
森岡・西村（２００６）
西村 （２００８）

漆町編年

庄

内

式

古
段
階

古相

漆町４群

新相

中
段
階

漆町５群

漆町６群新
段
階

布

留

式

古
段
階

古相

漆町７群

新相

中
段
階

古相 漆町８群

中相 漆町９群

新相 漆町１０群

新
段
階

（古相） 漆町１１群

（新相） 漆町１２群

中 期
漆町１３群

表３ 畿内との併行関係
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前を含める理解があることは、周知の通りである（寺澤１９８６他）。この段階については、漆町３－１

群・３－２群（月影式）と対応させ、その推移を弥生�様式とも関連させて検討を進めたい。
庄内甕は、庄内古段階に出現、中段階には器形が安定し、出土量も卓越する（西村２００８）。対して

月影甕は、漆町３－１群には出現し、遅くとも漆町３－２群には普遍化する。月影甕は、庄内甕の出

現と普遍化で先行するとできる。今更ながらであるが、庄内甕の成立時期に見通しを得た。漆町４群

併行期には、「能登形甕」が普遍化をはじめ、北陸北東部での地域甕として定着するが、その時期は、

庄内甕の成立とほぼ同時期とできる。地域甕の成立は、それぞれの地域での動きを評価する重要な事

象といえる。今後、東日本での各地域甕の成立時期の整理を進めていくが、地域甕成立の階梯整理に

一歩踏み出せた。

２）漆町６群と漆町７群

先では漆町６群を庄内式中段階後半から新段階、漆町７群を布留式古段階に併行するとした。纏向

辻土坑４下層段階と中田一丁目土 ２段階の間で庄内式と布留式を区分する理解は、纏向編年（関川

１９７６）がすでに指摘していたことであるが、森岡・西村は、その後提示された布留０式（寺沢１９８６）

等の検討も踏まえ、該期で区分した。辻土 ４下層段階を庄内式としたことについての畿内編年での

議論はできないが、漆町６群と漆町７群の画期と一致した。加賀以外の地域を含めての併行関係の検

討を通じて、この区分の有効性を検証していきたい。

一方、該期の下限は萱振 SE０３段階とした。従前の編年観では、萱振 SE０３段階から布留�式と評価
されていた。典型的な布留式の成立が、一時期新しい段階に設定されたともいえる。このことにより

漆町７群はその「新」も含め、布留�式をまたぐことなく、布留式古段階に収まった。
筆者は、辻土 ４下層段階と中田一丁目土坑２段階との布留祖形甕の型式的細分や、その間にどれ

ほどの時間差があるのかも理解できず、加賀での甕 I１類と布留０式期での布留祖形甕の対応関係、ひ

いては布留０式での拡散の時期と実態（寺澤１９８７）を評価できずにいた。今もさほど状況は変わらな

いが、今回、漆町６群の最新段階を中田一丁目土坑２の段階と接触するとしたことで、辻土 ４下層

段階での布留祖形甕は少なくとも定量的に波及していたとはできず、加賀の月影系形式の最後は、中

田一丁目土坑２の段階の布留祖形甕をはじめとする畿内（近畿）等からの土器移動の段階であろうと

の理解を、結果として得た。西日本にみられる布留祖形甕の時期と波及地域がどのように整理できる

のか知りたい所である。

３）漆町８群から漆町１０群

森岡・西村は布留式中段階を設定し、古相、中相、新相に細分した。漆町編年との併行関係では、

古相が漆町８群、中相が漆町９群、新相が漆町１０群にあたるとした。

布留式中段階の設定では、中でも、従前、布留１式（寺澤１９８６）に包含されていた平城下層・朝集

殿溝下層段階（奈文研１９８１）を中相として抽出・再編、布留２式の標式とされてきた小若江北式段階

を新相とし、布留式中段階の一連の動きの中に位置づけたことを評価したい。新相にあたる小若江北

式段階は、布留型形式と組成推移の完結期で、該期と連動する動きは東日本においてもあまりに顕著

なことから、通常、様式的画期として扱われ、それ以前とは明確に様式区分されることが多いのは周

知の通りである。中相段階を踏まえた厳密な様式理解の見直しを促すこととなろう。

対して、古相にあたる漆町８群は、中相、新相とともに布留式中段階の中で評価されることとなっ

た。従来の布留１式が分解され、布留式古段階と中段階の様相に組み替えられることとなったのであ
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る。このことにより、布留�式に与えられていた布留様式の「完成期」との評価は、中段階に付与さ
れることとなったように思われるが、中相以降、少なくとも新相を含めて「完成期」とする評価は、

なじまないように思われる。布留式中段階は、語弊もあろうが、古相は確立期ないしは端緒、中相が

その展開期、新相が完結期、論者によっては衰退期として、いきおい評価されることになるのではな

かろうか。西村は、布留式全体を要約し、布留式古段階を揺籃期、中段階を完成期、新段階を衰退期

の端緒、と捉えている（西村１９９６）。これら評価は別にしても、様式の階梯的な理解は中段階の推移

の中でも、評価は異なっても敷衍される。漆町編年では、漆町８群を布留式古段階相当様式に含め、

漆町９群（中段階中相）をそれ以降と一括し、布留式併行期を二分した。漆町８群はその帰属様式と

評価で異なることとなった。

布留式中段階古相は、布留形器台の成立を指標の一つとしているように（森岡・西村２００６）、細別

型式はともかくとしても布留式の形式が揃うとできる。このことを評価してのことと思われるが、西

村は、先で触れたように布留式中段階を「完成期」としている。この評価こそが、中段階古相の様式

的帰属と係わっていると考える。しかし西村は一方で、複合口縁壺は、「中段階古相まで存続するが、

その後は急速に衰退して中段階中相の組成から脱落する」。「この後は儀器化が進んで埴輪に変質し展

開することになるため、土器組成から消失するのであろう」（西村２００８）とし、中段階中相を評価す

る。漆町編年では、漆町８群での小型三点セットの定型化等を、「はじまり」としてではなく、庄内

期からの土器祭式の「帰結」と評価した。西村の中段階中相からの「埴輪への変質」との指摘は、ま

さに中段階古相での「帰結」、中相での新たな「展開」の評価と係わるとみたい。該期での土器によ

る祭式の転換と評価したい。

西村は、このことも含め、布留式中段階中相での組成、形式・型式変化について多く触れている（西

村２００８）。長くなるが、いくつかについて引用する。

①甕は、「布留形甕が主体で、口縁部は拡張されて内傾する典型的なものに落ち着いてくる」。「庄

内甕も・・中略・・個体数を減少・・中略・・布留祖形甕のグループは・・中略・・布留形甕、庄内

形甕以外のハケ甕に変質したという見方が正しいかもしれない」。②庄内系高杯Aは、「杯部に対し

て口径が縮まり・・略・・庄内期に比べて縦長の印象が強くなってくる」。③布留系高杯は、「中段階

古相までは数も少なく稀な器種である。しかしそれ以降は急速に普及」する。④小型丸底土器Bは、

「中段階中相にはいわゆる小型丸底壺形態を獲得して数量的にも増加する」、とする。

また、下田�式と朝集殿溝下層との組成を計量的に対比し、朝集殿溝下層段階での大きな変化を指
摘している（西村１９９６）。煩雑になるので詳細は註１０に譲るが、該期でのいわゆる長脚屈折高杯（有

稜高杯C）は、高杯構成比で１７．５％→６６．７％に増加。小型丸底壺（小型丸底壺C）は、２．８％→９６．５％

に増加するとする。下田�式は布留式古段階も含んでおり、この組成比を中段階古相と中相との差異
と扱うことはできないが、中相での変化を窺うには十分と考えている。そして、西村は、「平城京下

層 SD段階では、下田�式に残留した弥生・庄内系の甕などがほぼ払拭され、・・中略・・布留式の
土器組成が、より純粋な形に昇華される段階として捉えられる。」等々と指摘する。

これら記述は、布留式中段階中相に形式淘汰が大きく進んだことを指摘するものといえよう。同時

に、その変化は、布留式中段階古相との比較のみではなく、庄内期からの形式が該期で衰退するとし

ているのである。西村の記述からは引用できなかったが、庄内系の小型器台（小型器台B２ 西村

２００８）の消長も然りである。

なお、布留式中段階中相に「型式」を確立する形式は少なくないとみている。西村の「小型丸底壺

形態を獲得し」た小型丸底土器Bや長脚屈折高杯等がそれに当たる。そして、小型丸底土器Bは、
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庄内期からの「型式」変化の中でとらえているが、「形式」変化の可能性、あるいは他地域形式から

の受容ないしはインパクトによる変化であった可能性も捨てきれない。定見を用意できないが、仮に、

そのような理解が可能ならば、布留式中段階中相の様式理解は一層容易になる。

さらに、西村は、布留式の様式的特徴を庄内式と比較し、「布留式は地域性を払拭するように、土

器文化のより基層部分まで浸透するのが大きな相違である。」としている。庄内式との対比では全く

同感であるが、その特徴が、おしなべて布留式全体の特徴とできるのか。布留式の各段階ごとの特徴

やその変化、布留系形式の各地域への波及状況、地域での受容のあり方等々の具体的検討を今後とも

進めなければならない。そして、布留式中段階の設定、細分は、まさに、このことと大いに関係して

くるはずである。

再三触れているが、漆町８群は布留系形式は定着するが、主に漆町５群以降に波及した外来系形式

も併存。漆町９群は一層の布留系形式波及の一方で、他の外来系形式を急速に払拭。漆町１０群は、斉

一化した布留系形式からなるとし、畿内系以外の形式の払拭がはじまる漆町９群に質的転換をみて画

期とした。布留式中段階での地域性の払拭が、段階的に推移したのか、その間に質的変化を伴なって

いたのか。

いずれにせよ、森岡・西村編年と漆町編年では、布留式中段階古相の帰属、様式区分で異なるが、

以上でみたように中相段階での変化・特徴についての詳細な検討がみられ、中相の評価は、漆町９群

と相違はみられず、むしろ一致する部分が多いとさえ理解している。ここでの議論を「はじまり」か、

「帰結」かに集約するつもりはないが、布留式中段階古相の帰属は、まさに、「はじまり」か「帰結」

かの評価と係わっているようにも思われる。

４）漆町１１群と布留式新段階

漆町１１群の画期は、機能の転換を伴うBタイプの土器食器の変革期、土器食器様式からは律令型

土器様式の端緒と評価している（田嶋１９９５）。畿内との併行関係では、森岡・西村編年（森岡・西村

２００６）に即せば、漆町１１群が布留式新段階古相、漆町１２群が同・新相と概ね併行し、下限は「中期」

と一部重なるとした。

森岡・西村は、布留式新段階と「中期」を区分する指標について多くを語っていないが、その中で、

「河内３４期の直後が陶邑窯跡群における須恵器出現期と捉えて、３１～３４期を布留式新段階に区分す

る。」（森岡・西村２００６）としている。誤解があるかも分からないが、須恵器窯の出現をもって「中期」

とし、出現前を布留式新段階としたとも、とれる。確かに、須恵器の出現は土器様式と大きく係わる

重要な要素であり、該期での様式区分の大きな指標であるとできる。しかし、須恵器出現時期の現状

での認識では、布留式新段階古相での小型精製三種の欠落や、残存している布留系形式の形骸化を説

明することはできない。同時に、小型精製三種を欠いた組成が布留式、布留様式とできるのかについ

ても別に説明を用意する必要がある。

辻は、布留式新段階併行期から古墳時代中期の土師器とする。該期を「土器の粗製化と器形の減少

がとくに進んだ点で、それ以前とは一線を画する」とする（辻１９９９）。管見の範囲であるが、畿内の

土器を対象に該期を明確に画期とした数少ない見解とできようか。また、寺澤は、布留３式以降を「布

留�様式」、布留２式以前を「布留�様式」として大別する（寺澤１９８６）。寺澤は共に布留式の名称を
用いているが、布留�式に画期を求めていると、とれる。畿内での議論を期待したい。

５）布留式という「型式」名の扱いについて
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布留�式・�式、場合によっては布留�式も、森岡・西村の編年に限らず、畿内では「布留式」と
冠される。該期が須恵器も含めた食器組成の大きな変革期に当たっていることを承知の上で、布留式

とされているのであろうが、森岡・西村の編年を例にすれば、古段階、中段階、新段階として区分し

ており、様式としての階梯と判断されてもしかたのない表記となっている。たしかに、須恵器が出現

する段階以降を古墳時代中期とし、従来の布留式の様式区分に検討を加えているのは確かであるが。

研究史のある地域での「型式」名の扱いは難しい。ましてや型式名となった遺物群の時期が、今日

的な様式理解の枠の主要位置から外れた場合は、一層悩ましい。筆者は、様式の画期区分にあわせ「型

式」名を変更、伸縮させてきた。口頭ではあるがそのことへの批判も聞いている。「型式」名は、弥

生時代、古墳時代の区分ほど大仰なものでないにしても、よく似た扱いが必要と考えている。何らか

の取り決めが必要とも考えている。筆者の「型式」名の扱いの反省も含めて、布留式がそうであると

は決めつけないが、符丁としての扱いであると済ますのでは問題は解決しないであろう。そのことを

踏まえても、布留式古段階、中段階、新段階との表記は検討の必要があろう。

本稿を書くにあたっては、多く方々、機関より、ご教示とご配慮をいただいた。末筆ながらここに

御礼申し上げます。

註１ 「布留祖形甕」をはじめとした当該甕形土器の呼称に関しては諸論があり整理して使う必要があろうが（市村２００４b）、

未消化である。畿内との併行関係を森岡・西村編年に沿って進めるので布留祖形甕の呼称を用いることとするが、便宜的

に布留形甕 Aも布留祖形甕に含める（西村２００８）。

註２ 堀は、白江式から漆町７群にかけての畿内との併行関係について、堀編年・白江２～３式での布留祖形甕の供伴と、白

江式（中でも２式）の高杯が、唐古・鍵（１３次）SD０５で布留０式と供伴するとし、白江１式を寺沢・庄内３式、白江２

～３式を布留０式、漆町７群相当期とする長泉寺・古府クルビ１式を布留�式併行とした（堀２００６）。堀編年での白江式

は、概ね漆町６群と漆町７群からなるもので、漆町編年とは時間軸と時期幅、その様式設定と概念で異なる（田嶋２００６）。

様式概念が異なることは堀も述べている。

なお、白江式については、漆町４群段階を月影形式は移動するが、あまり外来形式がみられない段階。漆町５群段階を

外来形式が波及する段階。漆町６群段階を、一層の外来形式の波及と在来形式の弛緩が顕在化する段階、として整理して

いる。

註３ 月影甕の規範を明らかに喪失した一群の型式を「月影系甕」とした。月影甕に系譜をもつことは間違いないが、月影甕

の型式とは区別した。擬凹線文をもたない形式の型式分類はしていないが、ここでは擬凹線文をもつ形式の分類結果（田

嶋２００６）を敷衍させた。

註４ �様式系叩き甕は、白江式の段階にも多くはないがみられる。しかし、漆町６群の新しい段階ないしは漆町７群がはじ

まる段階で、甕組成の一翼を担う頻度で出土する遺跡が出現する。そこには、白江式での�様式系叩き甕の波及とは異なっ

た事情があったと考える。

註５ 沖町遺跡は、北陸北東部の「くの字」甕土器圏に隣接してある。その点で、南加賀では布留甕のみからなる漆町１０群併

行期でも「くの字」甕が定量みられた可能性が高いと予測している。が、布留甕を凌駕するまでの「くの字」甕の増加は、

該期での動きとみたい。

註６ 青木勘時氏にお世話頂き実見。

註７ このことは、加賀での年輪年代の成果とも係わるので、付言しておく。
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堀は年輪年代の成果を引用して、法仏式（漆町２群）の下限を AD１４０とし、風巻・月影式を AD１４０～２２０の間とする（堀

２００６）。根拠は、大友西 SE１８（金沢市２００２）の年輪年代AD１６９を風巻・月影�式の暦年代とし、出土資料では時期の特定

の難しい SE１４（金沢市２００２）の年輪年代 AD１４５を、法仏式との間の風巻・月影�式の存続時期幅を勘案・案分し、法仏

式下限の暦年代にあてたようである。月影式下限の暦年代の根拠に関しては省略する。

大友西 SE１８の甕形土器（金沢市２００２ ９４ページ、第１０５図５）は、漆町３－１群とみるが、型式的には漆町２－２群に

遡っても良い。そのことから当該井戸の構築は、漆町３－１群、堀編年によるならば風巻・月影�式を下るものではない。

堀とは、大友西 SE１８の年輪年代 AD１６９の扱いで異なる。

森岡・西村の「庄内式古段階」のはじまりは、本文での漆町編年との併行関係が妥当とできるなら、大友西 SE１８の年

輪年代 AD１６９との間に漆町３－１群、漆町３－２群の存続期間を加味する必要がある。この操作での想定年代は、森岡・

西村が示した「庄内式古段階」開始期の暦年代（森岡・西村２００６第１３表）と大きな矛盾はないとできる。

註８ 漆町１３群では、「ON４６型式から TK２３型式にかけての供伴例が多い」とした。これらは漆町１３群でも新相（金屋サンバ

ンワリ９７土坑段階）の供伴事例で、古相（金屋サンバンワリ１５７土坑段階）の供伴事例はない。古相はON４６型式よりは

遡上し TK２１６型式あたりと併行と想定しているが TK７３型式までのぼるとするのは難しい。その場合は、漆町１２群での須

恵器との併行関係とも整合しなくなる、と考えている。

註９ 辻は、辻編年３段階の標式とする大阪市・城山 SX０７４３、大阪市長原 SE７０３、同・SD７０１での須恵器の供伴を、「主体が

TK２１６型式段階と考えられる」としており、「整合しない」としたが大きな齟齬はないとも考えている。今回できなかっ

たが、該期での組成整理を踏まえた一括資料での検討、大庭寺谷部１（３９３－OL）第�層下層にみた布留甕の様式的帰属

の再考等、の作業を進めたい。

註１０ 下田�式と朝集殿下層溝段階との組成について、有稜高杯C１７，５％→６６，７％、有段鉢５９，４％→９２，０％、小型器台C２，８％

→９６，５％、布留祖形甕と布留甕（祖形甕大半）７６，３％→布留甕 ５６，６％等に変化するとする。
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日本考古学協会新潟大会実行委員会１９９３『シンポジウム２ 東日本における古墳出現過程の再検討』
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２００４a「畿内の越系土器」『邪馬台国時代の越と大和』香芝市教委 香芝市二上山博物館
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ンター

植田文男１９９４「湖東北域の近江系について」『庄内土器研究』６

大野英子２００３「越中中央部における古墳出現期の土器様相」『庄内土器研究』２６

加納俊介１９９１「土師器の編年４東海」『古墳時代の研究』６ 雄山閣
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― 56 ―
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西村 歩・池峰龍彦２００６「第�部 古式土師器の編年集成 和泉地域」『古式土師器の年代学』（財）大府文化財センター

西村 歩２００８「中河内地域の古式土師器編年と諸問題」『邪馬台国時代の摂津・河内・和泉と大和』香芝市教委、香芝市二上

山博物館

広瀬和雄１９９１「第３章 前方後円墳の畿内編年」『前方後円墳集成 中国・四国編』山川出版社

藤田憲司１９９５「第�章 第６節 TG２３２号窯灰原下層出土の土師器」『陶邑・大庭寺遺跡�』大阪府教委

堀 大介２００２「古墳成立期の土器編年－北陸南西部を中心に－」『朝日山』朝日町教委

２００６「第�部 古式土師器の編年集成 越前・加賀地域」『古式土師器の年代学』（財）大阪文化財センター

森岡秀人・西村 歩２００６「第�部 総括」『古式土師器の年代学』（財）大阪文化財センター

谷内尾晋司１９８３「北加賀における古墳出現期の土器について」『北陸の考古学』石川考古学研究会

米田敏幸１９８１「第２節 古墳時代中期の土器について」『八尾南遺跡』八尾南遺跡調査会

１９８６「中田１丁目３９出土土器」『八尾市文化財紀要２』八尾市教委

１９９１「土師器の編年 １近畿」『古墳時代の研究 ６』雄山閣

― 57 ―



１９９４「河内における庄内式土器の編年」『庄内土器研究』７

１９９７「庄内式土器研究の課題と展望」『庄内土器研究』１４

吉岡康暢１９９１『日本海域の土器・陶磁（古代編）』六興出版

引用・参考文献（報告書等）
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